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● 16〜17	 写真館
● 18〜19	 広場
● 20〜23	 催し・募集

笑顔でいただきま〜す！
安全でおいしい学校給食2～3

元気な行田  輝く未来へ！元気な行田  輝く未来へ！
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今
年
１
２
０
周
年
を
迎
え
る
学
校
給
食
。
日

本
の
学
校
給
食
は
明
治
22
年（
１
８
８
９
）、
山

形
県
鶴
岡
市
の
小
学
校
で
、
貧
し
く
て
弁
当
を

持
っ
て
来
ら
れ
な
い
児
童
の
た
め
に
お
に
ぎ
り

と
焼
き
魚
を
出
し
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
戦
後
、
ユ
ニ
セ
フ
な
ど
の
援

助
に
よ
り
子
供
た
ち
の
栄
養
補
給
を
目
的
と
し

て
再
開
し
ま
し
た
。
現
在
は
児
童
・
生
徒
の
心

身
の
健
全
な
発
達
の
た
め
、
教
育
活
動
の
一
環

と
し
て
学
校
給
食
は
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
学
校
給
食
は
、
昭
和
44
年
（
１
９
６

９
）
ま
で
各
学
校
の
給
食
室
で
作
ら
れ
る
自
校

式
で
し
た
。
翌
年
、
長
野
中
学
校
で
民
間
業
者

に
よ
る
委
託
給
食
と
な
っ
た
の
を
皮
切
り
に
、

自
校
式
か
ら
委
託
給
食
へ
移
る
学
校
が
増
え
、

昭
和
61
年
（
１
９
８
６
）
に
は
自
校
式
給
食
は

中
央
小
学
校
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
７
年

（
１
９
９
５
）
に
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー

プ
ン
し
、
現
在
で
は
市
内
全
小
・
中
学
校（
小

学
校
16
校
・
中
学
校
８
校
）の
給
食
を
調
理
し

て
い
ま
す
。

○
手
間
暇
惜
し
ま
な
い
手
作
り
の
給
食

　

本
市
の
給
食
は
、
成
長
期
の
体
の
発
育
に
必

要
な
栄
養
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
る
た
め
、
主
食

（
ご
は
ん
、
パ
ン
、
麺め

ん

）
、
主
菜
、
副
菜
（
２

品
）
、
牛
乳
で
構
成
さ
れ
る
完
全
給
食
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
季
節
を
感
じ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
旬
の
素
材
や
行
事
に
ち
な
ん
だ
メ
ニ

ュ
ー
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
特
に
最
近
で
は
、

手
作
り
メ
ニ
ュ
ー
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
児

童
・
生
徒
に
人
気
の
ア
メ
リ
カ
ン
ド
ッ
グ
を
は

じ
め
、
蒸
し
パ
ン
、
グ
ラ
タ
ン
、
シ
チ
ュ
ー
、

ハ
ム
カ
ツ
、
天
ぷ
ら
な
ど
、
手
間
や
時
間
を
惜

し
ま
ず
、
子
供
た
ち
に
お
い
し
く
食
べ
て
も
ら

え
る
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

○
コ
ー
ス
制
で
温
か
い
給
食
を
提
供

　

温
か
く
お
い
し
い
給
食
を
児
童
・
生
徒
に
食

べ
て
も
ら
お
う
と
、
作
業
工
程
を
工
夫
し
コ
ー

ス
制
の
調
理
方
法
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
主
菜

と
副
菜
（
２
品
）
の
３
品
を
１
コ
ー
ス
分
と
し
、

小
学
校
用
２
種
類
（
Ａ
コ
ー
ス
・
Ｂ
コ
ー
ス
）

と
中
学
校
用
１
種
類
（
Ｃ
コ
ー
ス
）
の
３
コ
ー

ス
分
（
全
９
品
）
を
３
日
間
作
り
ま
す
。
３
日

間
同
じ
９
品
目
の
献
立
を
作
る
こ
と
で
作
業
効

率
が
高
ま
り
、
調
理
に
か
か
る
時
間
を
短
縮
し

て
い
ま
す
。

安
全
で
お
い
し
い
学
校
給
食

安
全
で
お
い
し
い
学
校
給
食

安
全
で
お
い
し
い
学
校
給
食

　

学
校
で
子
供
た
ち
の
誰
し
も
が
笑
顔
に
な
る
給
食
の
時
間
。
そ
れ
は
今

も
昔
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
給
食
は
単
な
る
昼
食
で
は
な
く
、
栄
養
バ
ラ
ン

ス
や
正
し
い
食
習
慣
を
知
っ
て
も
ら
う
「
食
育
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
成
長
期
の
子
供
た
ち
に
安
全
で
お
い
し
い
給
食
を
届
け
る
と

と
も
に
、
食
育
を
推
進
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
の
歴
史

行
田
の
給
食 

こ
だ
わ
り
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

リクエストされるほど子供たちに人気の
アメリカンドッグがメニューに入った給食

　 小学校
Aコース

小学校
Bコース

中学校
Cコース

1 日目 ● ▲ ■

2 日目 ▲ ■ ●

3 日目 ■ ● ▲

コース別献立割り振り表（実例）

例 ●･･･鶏肉のトマト煮、プレーンオムレツ、　
　　　  コーンサラダ
　 ▲･･･みそ汁、さばのガーリック焼き、
　　　  豚肉とピーマンのいため物
　 ■･･･えびと豆腐のチリソース煮、春巻き、
　　　  白波サラダ
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○
物
へ
の
愛
情
を
は
ぐ
く
む
食
器

　

食
器
は
、
温
か
み
の
あ
る
強
化
磁
器
を
使
用

し
て
い
ま
す
。
化
学
物
質
が
出
る
こ
と
が
な
く

安
全
で
、
着
色
な
ど
も
な
く
衛
生
的
で
す
。
ま

た
、
割
れ
る
こ
と
も
あ
る
強
化
磁
器
を
使
用
す

る
こ
と
で
、
配
膳
時
な
ど
で
の
食
器
の
取
り
扱

い
に
注
意
し
物
を
大
切
に
す
る
心
を
養
い
ま
す
。

○
楽
し
み
広
が
る
リ
ク
エ
ス
ト
献
立

　

学
校
ご
と
に
好
き
な
献
立
の
リ
ク
エ
ス
ト
を

聞
い
て
、
平
成
20
年
11
月
か
ら
毎
月
１
回
、
順

番
で
リ
ク
エ
ス
ト
献
立
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

人
気
の
あ
る
お
か
ず
や
食
べ
た
い
献
立
を
反
映

す
る
こ
と
で
、
献
立
内
容
の
充
実
と
給
食
へ
の

興
味
・
関
心
を
高
め
て
い
ま
す
。

○
給
食
の
写
真
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
給
食
セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ

り
」
で
は
、
献
立
表
と
と
も
に
給
食
を
写
真

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。http://w

w
w

.city.
gyoda.lg.jp/him

aw
ari

○
給
食
指
導

　

栄
養
士
が
市
内
全
小
・
中
学
校
へ
出
向
き
、

そ
の
日
の
給
食
で
使
用
し
て
い
る
食
材
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
、
食
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
取
り
組
み
も
食
育
推
進
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
給
食
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
食
べ
る

こ
と
の
大
切
さ
を
知
り
、
残
さ
ず
食
べ
る
習
慣

を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
随
時
、
学
校
訪

問
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
地
産
地
消
と
給
食
交
流
会

　

生
産
者
の
顔
が
見
え
る
安
心
で
新
鮮
な
食
材

を
使
用
し
、
旬
の
食
材
を
お
い
し
く
食
べ
る
こ

と
で
、
地
産
地
消
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ご
は
ん
は
行
田
産
の
「
彩
の
か
が
や

き
」
を
１
０
０
％
使
用
し
、
季
節
に
応
じ
た
野

菜
な
ど
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童

や
保
護
者
ら
が
学
校
給
食
に
農
産
物
を
供
給
し

て
い
る
生
産
者
と
一
緒
に
給
食
を
試
食
す
る

「
給
食
交
流
会
」
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
地
元

産
農
産
物
に
愛
着
を
持
ち
、
食
の
大
切
さ
を
学

ぶ
食
育
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　　
　

こ
の
ほ
か
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は

子
供
た
ち
の
社
会
科
見
学
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

の
研
修
会
の
際
に
、
実
際
に
調
理
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
の
見
学
や
給
食
の
試
食
な
ど

に
よ
り
、
給
食
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て

い
る
の
か
を
知
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
子
供
た
ち
に
安

心
・
安
全
で
お
い
し
い
給
食
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
付

け
、
学
校
給
食
を
通
し
て
「
食
育
」
へ
の

理
解
と
知
識
を
深
め
て
も
ら
う
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
☎
５
５

　

３
ー
１
１
１
４

給
食
を
通
し
た
食
育

生産者や地域の方と給食を一緒に食べる給食交流会

給食が児童・生徒に届くまで給食が児童・生徒に届くまで給食が児童・生徒に届くまで
　献立を立案（４カ月前）

栄養士が原案を考え、学校給食調査研究委員会
献立研究部会で献立が決定されます。
※学校給食調査研究委員は、小・中学校校長２人、小・
　中学校教諭６人、小・中学校ＰＴＡ４人、教育委員
　会事務局職員１人の13人で構成されています。

　物資の選定（２カ月前）

学校給食調査研究委
員会物資選定部会で
実際に食材の味や大
きさを見たり、添加
物の有無、産地証明
書で安全性を確認し
たりして決定します。

　物資を発注（１カ月前）

　物資が納品（調理当日）

発注した食材がセン
ターに納品されると、
発注量や鮮度・温度
などをチェックしま
す。

　調理

食材は90℃以上で
１分間加熱し、安全
な給食を提供してい
ます。野菜も、Ｏ－
157対策として熱を
加えています。

　配送

調理後速やかに各学校へ配送されます。
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�29「市長への手紙」

意　見
　忍中学校周辺の道路に路上駐
車が多い。緊急避難場所の出入口
なので問題ではないか。

回　答
　国道１２５号線から忍中学校入
口までの区間は、駐車禁止区域で
はないため、行田警察署と対応を
協議した結果、車道外側線の道路
標示を行い、歩道スペースを確保
することにより、路上駐車抑止を
促すこととしました。
　また、忍中学校校庭側（西側）
の道路は、駐車禁止区域となって
いることから、行田警察署に対し
パトロールおよび取り締まりを要
望してまいります。

このコーナーは、手紙や電子メールなどにより市長へご意見・ご提言などをいただいたもの
の中から、その一部を紹介するものです。 ▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線 318）

意　見
　道路上にごみを捨てていく人がい
る。何とかポイ捨てを一掃できない
か。

回　答
　市では、空き缶などのごみの散乱を
防止し、路上喫煙を制限するために、
「路上喫煙及びポイ捨ての防止に関す
る条例」を制定しました。本条例につ
いては、市報ぎょうだでお知らせしま
したが、さらに市内の主な場所に看板
を設置して周知を行う予定です。
　また、市内一斉清掃（ごみゼロ運
動）の実施により、市民の環境衛生意
識の向上を図っています。今後も条例
の周知徹底および市民の環境意識の
向上に努め、ポイ捨ての禁止を呼び掛
けてまいります。

意　見
　さいたまスーパーアリーナのホー
ルには、モニターが設置してあるの
で後方からでも出演者がよく見える。
産業文化会館ホールの舞台両側に
モニターを設置できないか。

回　答
　産業文化会館ホールは、さいたま
スーパーアリーナのようなステージ
や客席を可動できる多目的ホールと
は違い、舞台両側に袖（上手、下手）
があり、出演者が控えていたり、舞
台装置や照明器具、音響機器など
を置いたりして、演出効果をあげて
います。
　このことから、モニターをステー
ジ両側に設置することは困難な状
況です。

　

市
の
天
然
記
念
物
で
あ
る
行
田
蓮
を
通
じ
、
本
市
の

発
展
に
寄
与
す
る
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
く
「
行

田
市
蓮
の
大
使
」
に
、
市
内
在
住
で
工
芸
作
家
の
木
暮

照
子
さ
ん
が
任
命
さ
れ
、
８
月
７
日
に
工
藤
市
長
か
ら

委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
暮
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
昨
年
の
「
蓮
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
で
講
師
を
務
め
た
ほ
か
、
蓮
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
テ
ー
マ
と
し
て
今
年
７
月
に
行
っ
た
「
蓮
サ

ミ
ッ
ト
」
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
る
な
ど
、
蓮

に
関
わ
る
本
市
の
イ
ベ
ン
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
木
暮
さ
ん
に
は
、
蓮
を
通
じ
て
市
の
魅
力
を

広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

商
工
観
光
課
観
光
担
当
（
内
線
３
８
２
）

木
暮
照
子
さ
ん
が
「
行
田
市
蓮
の
大
使
」に

木
暮
照
子
さ
ん
が
「
行
田
市
蓮
の
大
使
」に

 「市長と語る
　　   対話集会」の
　 参加者を募集します

 「もし自分が市長だったら」という視点
から、市政に対する意見・提言を寄せてい
ただく「市長と語る対話集会」を開催しま
す。この集会は、自治会長をはじめとする
各種団体の代表者の皆さんに呼びかけ、さ
らに公募の市民の皆さんの参加もいただき、
対話方式で市長が直接意見・提言を伺うも
のです。ぜひご参加ください。

▶日　　時　９月30日（水）
　　　　　　午後７時～８時３０分
▶場　　所　埼玉公民館
▶対　　象　埼玉、下忍地区在住の方
▶申し込み　不要
　　　　　  （直接会場へお越しください）
▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当
　　　　　　（内線318）
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9月は敬老月間です
敬老祝金を贈呈します
　９月15日現在で、市内に引き続き１年以上居住している満77歳、満88歳、満99歳を迎えられた方へ、敬
老の意を表し、長寿を祝福するため敬老祝金（行田商店共通商品券）を贈呈します。

敬老模範家庭・三夫婦世帯・金婚夫婦・ダイヤモンド婚夫婦を表彰します
　市では在宅高齢者の介護などで高齢者福祉に功績のあったご家庭、三世代にわたるご夫婦が健在で同居され
ているご家庭をたたえ表彰を行っています。また、結婚50年（昭和34年12月31日以前に結婚）および結婚
60年（昭和24年１月１日から12月31日までに結婚）を迎えられる（迎えられた）ご夫婦に記念品と賀状を
贈呈します。

▶表 彰 日 時　 ９月12日（土）午前10時
▶場　　　所　「みらい」文化ホール
▶表彰対象者
　○敬老模範家庭（敬称略）　青木　武嗣（駒形）、久保田けい子（荒木第九区）、西村　久髙（二桜）、
　　　　　　　　　　　　　　黛　　千歳（矢場区）　
　○三夫婦世帯（敬称略）　河邉　英智（第一斉条）、島﨑才八郎（二佐間）、田島　新平（野谷端）、
　　　　　　　　　　　　　　新島　吉平（須加第九区）、松本　貢一（下須戸）、矢島　近藏（南河原二区）
　○金婚夫婦　　　　　   　（対象者は今後の市報ぎょうだに掲載予定）
　○ダイヤモンド婚夫婦   　（対象者は今後の市報ぎょうだに掲載予定）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬老会開催日程
地　　区 期　　日 場　　所 地　　区 期　　日 場　　所

忍 10 月 12 日（月） 中央小学校体育館 荒　　木   9 月 21 日（月） 荒木小学校体育館
行　　田   9 月 18 日（金） 商工センター 須　　加   9 月 20 日（日） 総合福祉会館「やすらぎの里」

佐間① ※ 1   9 月 13 日（日） 佐間公民館 北 河 原   9 月 13 日（日） 北河原公民館
佐間② ※ 1   9 月 21 日（月） 婦人ホーム 埼　　玉 ※ 3 ※ 3
佐間③ ※ 1   9 月 23 日（水） 婦人ホーム 星　　宮   9 月   6 日（日） 老人福祉センター大堰永寿荘

持　　田   9 月 21 日（月） 持田公民館 太　　井   9 月 13 日（日） 太井公民館
星河① ※ 2   9 月 26 日（土） 星河公民館 下　　忍   9 月 13 日（日） 下忍公民館
星河② ※ 2   9 月 27 日（日） 星河公民館 太　　田 ※ 3 ※ 3

長　　野   9 月 22 日（火） 長野公民館 南 河 原   9 月 27 日（日） 南河原中学校体育館

※１　佐間①（一佐間・二佐間・緑町・佐間神明・佐間三間・大町）佐間②（向友会）佐間③（第一旭・第二旭）
※２　星河①（第一斉条・斉条団地・二斎条・一和田・第二和田区・第一谷郷区・東台・柳坪・第二谷郷新田）星河②（飯倉・栄
　　　町・春日・第二谷郷東第一・第二谷郷東第二・東栄・第三谷郷・谷郷小橋団地）
※３　埼玉地区および太田地区は単位自治会ごとの開催になりますので、日時と場所については各自治会から対象者へご連絡します。

　

10
月
１
日
を
過
ぎ
る
と
「
定
額
給
付
金
」
を

受
給
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
お
急
ぎ
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
政
策
課
定
額
給
付
金
担

当
（
内
線
２
０
６
）

　

行
田
の
ま
ち
を
ゴ
シ
ゴ
シ
委
員
会
で
は
、

「
行
田
の
ま
ち
を
ゴ
シ
ゴ
シ
、
み
ん
な
で
ク
リ

ー
ン
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
合
言
葉
に
、
地
域
の

方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
市
内
主
要

道
路
に
お
け
る
違
法
広
告
の
撤
去
作
業
な
ど
、

市
内
美
化
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
協
働
し
て
総
合
公
園
を

愛
着
の
あ
る
公
園
と
す
る

た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
清
掃
活
動
を
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

▼
日
時　

10
月
10
日
㈯
午
前
９
時
～
11
時

　

※
雨
天
中
止

▼
集
合
場
所　

総
合
公
園
プ
ー
ル
側
駐
車
場

▼
問
い
合
わ
せ　

同
委
員
会
事
務
局
（
ま
ち
づ

　

く
り
推
進
課
内
・
内
線
３
５
３
）

▶問い合わせ　高齢者福祉課高齢福祉担当（内線223）

定
額
給
付
金
の
申
請
期
限
は

　
　
　
　

10
月
１
日
ま
で
で
す

ご
参
加
く
だ
さ
い

総
合
公
園
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
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市
で
は
、
ご
み
の
収
集
体
制
や
資
源
ご
み
の

回
収
な
ど
に
お
い
て
、
環
境
基
本
条
例
の
基
本

理
念
に
あ
る
「
環
境
負
荷
の
低
減
」
を
行
う
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
、

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
審
議
会
で
、
ご
み
質
の
変
化

に
伴
う
さ
ら
な
る
減
量
化
や
資
源
化
の
促
進
な

ど
、
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
収
集
体
制
や
収
集
回
数
な
ど
今
後

の
ご
み
処
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。　

▼
意
見
募
集
期
間

　

９
月
７
日
㈪
～
10
月
９
日
㈮

▼
意
見
募
集
内
容
閲
覧
場
所

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

南
河
原
支
所
、
環
境
課

▼
意
見
を
提
出
で
き
る
方

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
、
市
内
に
事

業
所
な
ど
を
有
す
る
法
人
・
団
体
ま
た
は
、
市

の
ご
み
処
理
に
利
害
関
係
を
有
す
る
方
・
団
体

な
ど
。

▼
意
見
の
提
出
方
法

　

住
所
、
氏
名
（
法
人
や
団
体
の
場
合
は
そ
の

名
称
と
代
表
者
名
）、
電
話
番
号
、
意
見
・
提
言

を
明
記（
様
式
自
由
）の
う
え
、
次
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
持
参
・
郵
送
】
〒
３
６
１―

０
０
３
１　

行

田
市
緑
町
13―

12　

行
田
市
環
境
課　

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
５
３―

０
７
９
２　

【
Ｅ
メ
ー
ル
】kankyo@

city.gyoda.lg.jp

▼
意
見
の
取
り
扱
い

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
後
日
公
表
し
ま
す
。
な
お
、
意
見

に
対
す
る
個
別
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環
境
業
務
担
当

　

☎
５
５
６―

９
５
３
０

　

９
月
21
日
㈪
か
ら
30
日
㈬
ま
で
、
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及
・
浸

透
を
図
り
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交

通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
る
と
と
も
に
、

道
路
交
通
環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹

底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

〈
重
点
目
標
〉

①
飲
酒
運
転
の
撲
滅

②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着

　

用
徹
底
と
安
全
車
間
距
離
の
保
持

③
横
断
歩
道
に
お
け
る
歩
行
者
優
先
の
徹
底
と

　

自
転
車
事
故
の
防
止

　

皆
さ
ん
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
事
故

防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

７
月
１
日
か
ら
埼
玉
県
の
自
転
車
の
交
通
規
則

が
変
わ
り
ま
し
た

○
安
全
性
に
配
慮
し
た
自
転
車
で
幼
児
２
人
を
同

乗
さ
せ
て
運
転
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
自
転
車
に
は
、

Ｓ
Ｇ
マ
ー
ク
ま
た
は
Ｂ
Ａ
Ａ
マ
ー
ク
が
表
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

○
携
帯
電
話
を
使
用
し
な
が
ら
の
自
転
車
運
転

が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

○
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
で
音
楽
な
ど
を
聴
き
な
が
ら
の

自
転
車
運
転
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
従
来
か
ら
、
傘
さ
し
運
転
を
し
な
い

こ
と
や
警
音
器
の
な
い
自
転
車
を
運
転
し
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
転
車
の
ル
ー
ル
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ　

防
災
安
全
課
交
通
担
当
（
内

　

線
２
８
４
）

　

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
賞
金
は
、
１

等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
２
億
円
で
す
。
こ
の
宝

く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の
明
る
い
ま
ち
づ

く
り
や
環
境
対
策
、
高
齢
化
対
策
な
ど
地
域
住

民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

○
１　

等　

１
億
５
千
万
円
×
13
本

○
前
後
賞　

各
２
千
５
０
０
万
円

○
２　

等　

１
千
万
円
×
１
３
０
本

○
３　

等　

１
０
０
万
円
×
１
千
３
０
０
本

▼
発
売
期
間　

９
月
28
日
㈪
～
10
月
16
日
㈮

▼
抽
選
日　

10
月
23
日
㈮

▼
発
売
場
所　

全
国
の
宝
く
じ
売
場
（
通
信
販

　

売
で
買
う
こ
と
も
で
き
ま
す
）

▼
問
い
合
わ
せ　

㈶
埼
玉
県
市
町
村
振
興
協
会

　

☎
０
４
８―

８
２
２―

５
０
０
４

行
田
市
の
ご
み
処
理
に

つ
い
て
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

　
　
　
　
　
　

実
施
さ
れ
ま
す

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売

田んぼに巨大な古代蓮が出現
～９月上旬から10月中旬が見ごろです～

　6月7日、古代蓮の里東側の
田んぼに6種類の苗を植えまし
た。そして順調に生育し、巨
大な古代蓮の絵が浮び上がり
ました。
　ぜひ、古代蓮会館展望タ
ワーからご覧ください。

▶問い合わせ　田んぼアート米づくり体験事業推進
　協議会事務局（農政課内・内線387）または古代
　蓮会館 ☎559ー0770

〈50メートルの展望タワーからの様子〉 完成予想図

「
古
代
ハ
ス
の
里
」

の
文
字
は
こ
れ
か
ら

浮
き
出
て
き
ま
す
。



■2009.9.1  ■行田市役所／TEL556-1111

子
育
て
談
話
室
た
ん
ぽ
ぽ

大
好
評
で
す

　８月の電気使用安全月間において、埼玉県
電気工事工業組合行田支部が電気使用の安全
啓発と電気事故の未然防止を図るキャンペー
ンを実施しました。
　８月７日には、同支部が電気安全啓発キャ
ラバン隊を組織して市役所を訪問し、小澤浩
二埼玉県電気工事工業組合理事長、羽鳥隆行
埼玉県電気工事工業組合行田支部長から電気
使用の安全に対する知識を普及するための趣
意書が工藤市長に手渡されました。
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国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
、
今
年
度
65
歳
か

ら
74
歳
に
な
る
方
（
現
在
64
歳
で
平
成
22
年
３

月
31
日
ま
で
に
65
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方
を

含
む
）
に
特
定
健
診
の
受
診
券
を
送
付
し
ま

し
た
。
受
診
期
間
は
９
月
か
ら
12
月
ま
で
で
す
。

　

医
療
機
関
へ
予
約
の
う
え
、
行
田
市
国
民
健

康
保
険
証
と
受
診
券
を
持
参
し
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課
国
保
担
当
（
内

　

線
２
７
１
・
２
７
２
・
２
７
３
）

　

国
民
健
康
保
険
税
で
は
、
世
帯
主
、
国
保
被

保
険
者
、
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
の
所
得
を
合

算
し
た
額
が
一
定
の
所
得
金
額
以
下
（
33
万
円

以
下
な
ど
）
の
世
帯
に
対
し
て
税
額
を
軽
減
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
適
用
す
る
た
め
に
は
、

世
帯
全
員
（
世
帯
主
、
国
保
被
保
険
者
で
16
歳

以
上
の
方
、
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
）
の
所
得

の
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
所
得
の
な
い
方
（
確
定
申
告
な
ど
で

扶
養
に
な
っ
て
い
る
方
を
含
む
）
も
申
告
が
必

要
で
す
。
未
申
告
の
方
が
い
る
と
軽
減
制
度
が

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課
国
保
担
当
（
内

　

線
２
７
１
・
２
７
２
・
２
７
３
）

特
定
健
診
を

　
　
　

受
診
し
て
く
だ
さ
い

ご
存
じ
で
す
か　

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
制
度

浄化槽の普及啓発を行います
 「浄化槽の維持管理は専門業者に任せているから大丈夫」と
考える方がいますが、維持管理には「保守点検」「清掃」「法定
検査」の３つがあり、すべて行っていないと河川の汚染につな
がることがあります。
　そこで、浄化槽を使用している家庭に「浄化槽普及啓発員」
が伺い、浄化槽の維持管理や家庭でできる生活排水対策をご案
内します。浄化槽普及啓発員が訪問した際には、ご協力をお願
いします。なお、留守の場合は、ポストにチラシを投函します。

▶訪問時期　９月ごろ〜平成22年２月ごろ
▶対　　象　単独処理浄化槽を使用、またはくみ取りでの汚

泥引き抜きを行っている次の地域の世帯（谷郷・
　　　　　　谷郷３丁目・皿尾・中里・小敷田）
▶内　　容　①浄化槽の維持管理（法定検査の受検案内）
　　　　　　②合併処理浄化槽への転換
　　　　　　③家庭でできる生活排水対策
▶訪 問 者　埼玉県が委託した（社）埼玉県浄化槽協会の職員

※浄化槽普及啓発員の身分証明書を携帯しています
▶問い合わせ （社）埼玉県浄化槽協会 ☎048―533―4700
　　　　　　または埼玉県環境部水環境課 ☎048―830―
　　　　　　3083

　

子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
民
生
委
員
・
児
童
委
員

連
合
会
が
主
催
す
る
「
子
育
て
談
話
室
た
ん
ぽ
ぽ
」
が
、

育
児
に
奮
闘
し
て
い
る
父
母
の
身
近
な
相
談
の
場
と
し

て
好
評
で
す
。

　

こ
れ
は
、
子
育
て
中
の
親
同
士
が
育
児
に
関
す
る
悩

み
や
心
配
事
な
ど
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る

間
、
同
連
合
会
委
員
や
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ス
タ
ッ

フ
が
乳
幼
児
を
お
預
か
り
す
る
も
の
で
す
。
「
ス
タ
ッ

フ
は
子
育
て
経
験
の
あ
る
方
ば
か
り
で
安
心
し
て
子
ど

も
を
預
け
ら
れ
る
。
友
達
が
た
く
さ
ん
で
き
て
、
自
分

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
」
と
毎
回
参
加
す
る
方
も
い

る
ほ
ど
人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
談
話
室
た
ん
ぽ
ぽ
は
２
カ
月
に
１
度
開
催
し

て
い
ま
す
。
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
次
回
開
催
日
時　

10
月
１
日
㈭
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
場
所　

総
合
福
祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」

▼
対
象　

市
内
在
住
の
乳
幼
児
を
持
つ
父
母

▼
定
員　

30
人

▼
会
費　

１
０
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

９
月
１
日
㈫
か
ら
行
田

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
５
５
７―

５
４
０
０
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8件の文化財が新たに市指定文化財に指定されました8件の文化財が新たに市指定文化財に指定されました
　市内長野地区の旧忍川沿いにある辯天門樋、桜町にある長久寺山門と鐘楼、在家・馬見塚・長
野（桜町）・若小玉・野の各地域で行われている獅子舞の計8件の文化財が、7月30日に市の建
造物・無形民俗文化財に指定されました。また、枯れてひこばえだけになっていた長久寺の菩提
樹について、市の天然記念物指定が取り消されました。
　これで市指定文化財は63件になりました。

辯天門樋 長久寺鐘楼

長久寺山門（付扁額）

▶種　　別　建造物
▶所 在 地　長野字新田地内
▶年　　代　明治38年（1905）

　この門樋は、旧忍川につながる農業用水路の取入
口に設けられたもので、明治38年6月3日に竣工し
ています。深谷市の日本煉瓦製造会社製の煉瓦をイ
ギリス積みして造られており、川表側の翼壁から袖
壁までの形が左右非対称形（県内では2例のみ）で
あることが特徴です。造形装飾にも重きを置いた治
水関連の近代化遺産であり、埼玉県の近代煉瓦生産
を物語る遺構としても貴重です。

▶種　　別　建造物
▶所 在 地　桜町2－20－44（長久寺境内）
▶年　　代　江戸時代初期

　長久寺の境内南側、山門の北西に位置する方
ほういっけん

一間、
桟瓦葺

ぶき

、切り妻造りの鐘楼は、移築されており、屋
根も葺

ふ

き替えられていますが、古文書などの記録や
建築様式から江戸時代初期の建築と考えられるもの
です。寛永10年（1633）に忍城主松平信綱が洪

こうしょう

鐘
を寄付したと「長久寺由緒明細書」に記されており、
その洪鐘の鐘楼と思われます。江戸時代初期の北関
東における寺院建築を知るうえで貴重な建造物であ
るといえます。

▶種　　別　建造物
▶所 在 地　桜町2－20－44（長久寺境内）
▶年　　代　江戸時代初期

　長久寺の境内南側に位置するこの山門は、本瓦葺
ぶき

、切り妻造りの四脚
門で、棟札などは発見されていませんが、古文書などの記録や建物装飾
などから江戸時代初期の建造と考えられるものです。長久寺は天正18
年（1590）に石田三成の忍城水攻めのときに兵火を受けており、この
山門はその復興の際に建造されたと思われます。正面には後付けですが、
延宝4年（1676）に長久寺に立ち寄った本山智積院第七世能

のう け

化であっ
た運

うんしょう

敞筆の扁額が掲げられています。江戸時代初期の北関東における寺
院建築を知るうえで貴重な建造物であり、一体となっている扁額も長久
寺の格式と本山との関係がうかがえる歴史資料であるといえます。

べんてんもんぴ

つけたり
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在家の獅子舞
▶種　　別　無形民俗文化財
▶所 在 地　南河原地内
▶保持団体　在家ささら保存会

　毎年8月中旬に行われる河原神社の祭礼の際に奉納
されている三匹獅子舞です。そのほかにも5月下旬
に「厄神除け」として在家地区の全戸を巡行してい
ます。南河原村時
代に文化財指定を
受けていましたが、
今回改めて行田市
の指定文化財にな
りました。

▶種　　別　無形民俗文化財
▶所 在 地　馬見塚地内
▶保持団体　馬見塚獅子舞保存会

　毎年9月第2土曜日に行われる神明社の祭礼の際に
奉納されている三匹獅子舞です。250年以上の歴史
を持つと伝えられている獅子舞で、諏訪神社、薬師堂、
不動明王、西善院でも演舞が行われます。鐘巻、ブン
ナグリ、稲穂、岡崎などの演目が伝えられており、特
に稲穂は市内の他の獅子舞には見られない独特な演目
です。南河原村時代に文化財指定を受けていましたが、
今回改めて行田市
の指定文化財にな
りました。（10月か
ら図書館で昨年の演
舞を収録したDVD
を視聴できます）

馬見塚の獅子舞

長野の獅子舞
▶種　　別　無形民俗文化財
▶所 在 地　桜町地内
▶保持団体　長野ささら獅子舞保存会

　毎年9月18・19日に行われる久伊豆神社の祭礼に
近い土・日曜日に奉納されている三匹獅子舞で、長
久寺、東行田駅前、一桜公園でも演舞が行われます。
埼玉県北東部だけに見られる演目である鐘巻を始め、
笹掛り、花割り、弓
などの演目が伝えら
れています。（図書
館で一昨年の演舞を
収録したDVDを視
聴できます）

▶種　　別　無形民俗文化財
▶所 在 地　若小玉・藤原町地内
▶保持団体　若小玉獅子舞保存会

　毎年9月20日に行われる勝呂神社の祭礼の際に奉
納されている三匹獅子舞です。文化11年（1814）
に始められたと伝えられる獅子舞で、稲荷神社、諏訪
神社、秋葉神社でも演舞が行われます。鐘巻、橋掛り、
花掛りなどの演目
が伝えられていま
す。（図書館で一
昨年の演舞を収録
したDVDを視聴
できます）

若小玉の獅子舞

野の獅子舞
▶種　　別　無形民俗文化財
▶所 在 地　野地内
▶保持団体　野村ささら獅子舞保存会

　数年間休止していましたが平成20年に復活し、4
月第3日曜日に久伊豆神社、諏訪神社、聖天様（満願
寺）、氷川神社で演舞が行われている三匹獅子舞で
す。市内のほかの地
区の獅子舞とは系統
が異なる鴻巣市の原
馬室の獅子舞の影響
を受けている獅子舞
です。

▶問い合わせ　文化財保護課☎553－3581

　今回、市の文化財に指定された獅子舞のうち、9月に
は次の獅子舞の演舞が行われる予定です。ぜひお出掛け
ください。
馬見塚の獅子舞
・9月12日（土）午後2時から神明社～諏訪神社～薬師

堂～不動明王～西善院で演舞
長野の獅子舞
・9月19日（土）午後6時から一桜公園～久伊豆神社で

演舞
・9月20日（日）午後1時30分から長久寺で、午後4時

から東行田駅前で、午後6時30分から一桜公園で演舞
若小玉の獅子舞
・9月20日（日）午前9時50分から勝呂神社～稲荷神社

～諏訪神社（参拝のみ）～秋葉神社で、午後7時30分
から勝呂神社で演舞

獅子舞の演舞を見学しませんか
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橋の架け替え工事に伴い通行止めを実施します橋の架け替え工事に伴い通行止めを実施します橋の架け替え工事に伴い通行止めを実施します
　県では、天籟橋と棒川橋の架け替え工事を行います。
　つきましては、工事に伴い、天籟橋と棒川橋を通過する車両について、通行が出来なくなります
（自転車・歩行者を除く）。ご不便をお掛けしますが、皆さんのご理解ご協力をお願いします。

▶問い合わせ　埼玉県行田県土整備事務所 ☎554－5211

　　

天籟橋（斎条・和田地内） 
〈交通規制〉平成21年10月〜平成23年3月末
　　　　　　　　　　　（予定）【約1年6カ月】 
　・車両通行止め 
　・歩行者および自転車の方は天籟橋下流に設
　　けた仮歩道橋をご利用ください　　　　

棒川橋（荒木・小見地内） 
〈交通規制〉平成21年10月〜平成24年3月末　
　　　　　　　　　　　（予定）【約2年6カ月】 
　・車両通行止め 
　・歩行者および自転車の方は棒川橋上流に設けた仮
　　歩道橋をご利用ください

てんらい

市内循環バス路線変更のお知らせ
　規制期間中は、市内循環バス「かがやき号（北東循環コース）」および「ふれあい号（北西循環コース）」の
路線が一部変更となります。 
▶変更個所 
●バス停「小見武蔵橋」は規制期間中、武蔵水路の反対側に移動します。 
●バス停「荒木天満宮前」は規制期間中、休止となるため、「荒木愛宕神社前」または「小見武蔵橋」をご利用ください。
●バス停「市営斎条団地前」は規制期間中、北側交差点付近に移動します。
▶問い合わせ　生活課市民生活担当（内線251）

2

3

1
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デ
ジ
サ
ポ
（
総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援

セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
次
の
と
お
り
集
合
住
宅

な
ど
に
お
け
る
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
の

た
め
の
環
境
整
備
に
係
る
助
成
金
を
交
付
し

ま
す
。　

▼
申
請
対
象　

集
合
住
宅
共
聴
施
設
・
受
信

障
害
対
策
共
聴
施
設
の
管
理
者
（
共
聴
組

合
を
含
む
）

▼
助
成
額　

次
の
①
ま
た
は
②
の
方
法
で
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
視
聴
に
不
可
欠
な

施
設
の
設
置
、
改
修
ま
た
は
置
換
な
ど
に

要
す
る
総
経
費
に
対
し
て
、
最
大
で
２
分

の
１
の
額
（
共
聴
施
設
の
新
設
の
場
合
は

最
大
で
３
分
の
２
の
額
）
※
１
世
帯
当
た

り
の
負
担
が
３
万
５
千
円
を
超
え
る
場
合

に
限
る

①
集
合
住
宅
共
聴
施
設
の
デ
ジ
タ
ル
化
改
修

ま
た
は
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
施
設
へ

の
置
換

②
受
信
障
害
対
策
共
聴
施
設
の
新
設
ま
た
は

有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
施
設
へ
の
置
換

▼
申
請
先
・
申
請
方
法　

デ
ジ
サ
ポ
埼
玉

（
総
務
省
埼
玉
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン

タ
ー
）
☎
０
４
８―

８
２
４―

５
３
６
１

▼
問
い
合
わ
せ　

総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支

　

援
セ
ン
タ
ー
助
成
金
相
談
窓
口
☎
０
５
７

　

０―

０
９
３―

７
２
４
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
６
時
）

集
合
住
宅
な
ど
の
地
デ
ジ
受
信
環

境
整
備
に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す

回 日　　　時 テ　ー　マ 内　　　容 講　　師 定員 受講料

1 10月28日 (水) 
午後1時30分〜3時 「防犯」のまちづくり

県内の犯罪発生状況、犯罪に遭わないため
の方法、振り込め詐欺対策、地域ぐるみで
子どもの安全を守る防犯活動の進め方をわ
かりやすく説明します。

埼玉県利根
地域振興センター

職員

80人
（先着順） 無料

2 11月4日 (水） 
午後1時30分〜3時

ヨガの世界を覗いてみよう 
〜誰でも、何時でも

気軽に出来る〜
ヨガを実践して健康増進に役立て、より前
向きな楽しい人生を送りましょう。 三谷雅昭さん

3 11月7日 (土） 
午後3時〜4時30分

“癒しの世界” 
ギターコンサート

クラシックギターをメインにした生演奏を
聴きながら、癒されませんか。

和こうギターストリ
ングス（ＷＧＳ）

4 11月11日（水）
午後1時30分〜3時

郷土を知ろう！ 
「行田の歴史」

行田市の歴史（明治維新と忍藩）について、
わかりやすくお話しします。 市郷土博物館職員

5 11月18日（水） 
午後1時30分〜3時

「飲酒運転ゼロ」 
のための講座

飲酒運転根絶を目指し、主に飲酒運転を類
似体験する「参加・体験・実践型」の講座
です。

埼玉県指定自動車 
教習所協会職員

6 11月25日（水） 
午後1時30分〜3時

生活の支えになって
いますか？ 

わかりやすい
「年金制度のしくみ」

高齢化社会の現状、年金制度の役割・しく
み、年金の給付、離婚時の年金分割制度な
どについて解説します。

横山清春さん
（社会保険労務士）

「市民セミナー」受講生を募集します

※第2回の対象は幼児と保護者　※申し込み用紙の配布は１講座につき１人１枚

「市民セミナー」「実用講座」ともに	 					   
▶場　　所　中央公民館
▶申し込み　９月25日（金）午前８時30分から中央公民館（「みらい」内）。定員に満たなかった場合に限り午前10時か
　　　　　　ら電話でも受け付けます。なお、本人が来られない場合は代理の方でも可。				  
▶問い合わせ　中央公民館 ☎556−2649						    

回 日　　　時 講座名 内　　　容 講　師 定　員 受講料

1
10月2日（金）・9日（金）・15
日（木）・22日（木）・29日
（木）（全5回）
午後1時30分〜3時30分

陶  芸
手びねりや、ろくろを使い工夫を
凝らしたオリジナル作品を制作し
ます。

越佳代子さん 15人
（先着順） 2,000円

2
10月20日〜12月1日（11月3日
・24日を除く）の毎週火曜日
（全5回）
午前10時30分〜正午

親子で一緒に 
“英語で遊ぼう”

親子でレクリエーションを楽しみ
ながら、子供たちが英語に触れる
機会を作ります。

奥貫明子さん 15組
（先着順） 無料

3
10月22日〜11月19日の毎週木
曜日（全5回）
午前10時〜11時30分

ヨ ガ
体と呼吸を上手に使い、緊張をほ
ぐしながら柔軟性を高め、 心と体
の健康を促進させましょう。

武田要子さん 25人
（先着順） 無料

4
10月22日〜11月19日の毎週木
曜日（全5回）
午後1時30分〜3時

アロマテラピー 
＆ 

ハーブ

薬用植物（ハーブ）を利用したク
ラフト作り、また天然の精油を
使ったルームスプレーや入浴剤な
どを作って、美容と健康に役立て
ませんか。

井上真弓さん 25人
（先着順） 2,500円

「実用講座」受講生を募集します
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市
で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
減

量
化
を
図
る
た
め
、
不
用
に
な
っ
た
家
具
や

家
電
製
品
な
ど
、
ま
だ
使
え
る
も
の
の
仲
介

を
行
う
不
用
品
登
録
制
度
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
（
品
物
無
料
）

　

登
録
期
間
は
３
カ
月
で
す
。
現
在
登
録
さ

れ
て
い
る
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
さ
し
あ
げ
ま
す

▽
プ
リ
ン
タ　

▽
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
ハ
ー
フ

セ
ッ
ト
）
▽
虫
か
ご　

▽
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
・

ガ
ス
コ
ン
ロ
（
都
市
ガ
ス
用
）
▽
小
動
物
用

ケ
ー
ジ　

▽
学
習
机
（
い
す
付
）
▽
食
器
棚

▽
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
（
い
す
４
脚
付
）

▽
地
球
儀　

▽
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ビ
デ
オ
プ
レ
ー
ヤ
ー

◎
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

▽
精
米
機　

▽
自
転
車
（
大
人
用
・
子
供
用

・
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
）
▽
バ
イ
ク
（　
　

）

▽
卓
上
ミ
シ
ン　

▽
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー　

▽
Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
コ
ー
ダ
ー　

▽
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

▽
家
庭
用
小
型
耕
運
機　

▽
イ
ン
タ
ー
ホ
ン

（
カ
ラ
ー
モ
ニ
タ
ー
付
）
▽
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト

▽
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト　

▽
液
晶
テ
レ
ビ　

▽

カ
メ
ラ
（
一
眼
レ
フ
・
フ
ィ
ル
ム
使
用
）
▽

ホ
ー
ム
ベ
ー
カ
リ
ー　

▽
16
ミ
リ
映
写
機　

▽
ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン　

▽
ベ
ビ
ー
カ
ー　

▽
座

い
す　

▽
鍋
（
Ｉ
Ｈ
対
応
）
▽
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト　

▽
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー　

▽
扇

風
機　

▽
Ｂ
Ｓ
ア
ン
テ
ナ　

▽
自
転
車
補
助

い
す
（
後
）
▽
歩
行
器　

▽
掃
除
機　

▽
ビ

デ
オ
カ
メ
ラ

▼
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環
境
業
務
担
当
☎

５
５
６―

９
５
３
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５
３―

０
７
９
２ 不

用
品
情
報

　市制施行60周年を迎えた行田市の魅力を再発見できる
「行田ものしり博士クイズ」。
　全問正解者の中から毎月抽選で、市内で採取した行田の
おいしい水「古代蓮の雫」1ケース（500 mlペットボト
ル24本入り）を1人に、郷土博物館と古代蓮会館の入館
券（各2枚）をセットにして5人にプレゼントします。ク
イズに答えてあなたも行田ものしり博士になりましょう。

問１　足袋作りの実演を見ながら足袋にまつわる歴史が学
べて、オリジナル足袋作りもできる、平成17年にオー
プンしたNPO法人ぎょうだ足袋蔵ネットワークが運営
している施設の名前は？

　Ⓐ足袋の歴史の博物館　　Ⓑ足袋とくらしの博物館　　
Ⓒ足袋と昭和の博物館

問２　行田の足袋産業は昭和13年に最盛期を迎えました
が、当時全国生産の約何％を占めていたでしょう？

　Ⓐ25％　　Ⓑ50％　　Ⓒ80％

問３　行田の郷土料理には小麦粉を溶いて焼いたフライの
ほかに、おからを原料とした食べ物がありますが、それ
は何でしょう？

　Ⓐゼリービーンズ　Ⓑコーヒーゼリー　Ⓒゼリーフライ

▶応募方法　①クイズの答え②住所③氏名④電話番号を明
記し、はがきまたはＥメールで広報広聴課「行田ものし
り博士クイズ9月号」係。

 【はがき】〒361－8601行田市本丸2－5 
 【Ｅメール】kohoquiz@city.gyoda.lg.jp
▶応募要件　応募は一人一通
▶締め切り　9月30日（水）（必着）
▶そ の 他　全問正解者多数の場合は抽選とします。当選

者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきま
す。「古代蓮の雫」の当選者には引換券を送付します。
なお、正解は市報ぎょうだ11月号で発表します。

▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）

 「行田ものしり博士クイズ」7月号の正解
 【問１】Ⓐだんべ踊り  【問２】Ⓑ足袋蔵まちづくり
　ミュージアム  【問３】Ⓑ三重県・福島県

50
cc

行田地区労働学院受講生募集

▶時　　間　午後6時30分～8時30分
▶場　　所　商工センター403研修室
▶対　　象　勤労者、使用者など
▶定　　員　各日40人
▶受 講 料　無料
▶申し込み・問い合わせ　商工観光課商工担当（内線383）

期日 テーマ 講師

10月14日(水)  厳しい雇用・労働環境を
 生き抜く知的生活設計

 倉山郁一さん
 (経済ジャーナリスト)

10月21日(水)  アップデート就業規則  矢部喜明さん(弁護士)

10月27日(火)
 ワーク・ライフ・バランス 
 による職場活性化で不況を 

 突破する!!

 渥美由喜さん
 (㈱東レ経営研究所 

ダイバーシティ&ワーク 
ライフバランス研究部長)

※「会員」とは行田商工会議所会員を示します

▶場　　所　行田商工会議所会議室（商工センター内）
▶時　　間　午前9時～正午
▶申し込み　電話またはFAXで行田商工会議所。FAXの場
　　　　　　合は、住所、氏名、電話番号を明記のこと。
▶問い合わせ　行田商工会議所会員サービス課☎556-4111
　　　　　　FAX556-0059 ホームページhttp://www.
　　　　　　gyoda-cci.or.jp/

コース 期　日 定員 受講料 テキスト代

パソコン入門コース
(Windows Vista)

  9月28日（月）
 ・29日（火）

各8人

（先着順）

6,000円
（会員は4,000円） 530円

インターネット・
E メール入門コース

  9月30日（水）、
 10月1日（木）

6,000円
（会員は4,000円） 530円

ワード 2007
基礎コース

 10月6日（火）
  〜8日（木）

9,000円
（会員は6,000円） 530円

エクセル 2007
基礎コース

 10月14日（水）
 〜16日（金）

9,000円
（会員は6,000円） 530円

ワード 2007
応用コース

 10月19日（月）
 ・20日（火）

9,000円
（会員は6,000円） 525円

エクセル 2007
応用コース

 10月22日（木）
 ・23日（金）

9,000円
（会員は6,000円） 525円

行田商工会議所パソコンセミナー
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つけましたか？住宅用火災警報器

【
事
例
】　　

　

太
陽
光
発
電
の
訪
問
販
売
で
、
業
者
か
ら
「
電
気
代
が
月
々

１
万
円
以
上
安
く
な
る
。
１
週
間
以
内
に
契
約
す
れ
ば
90
万
円

値
引
き
す
る
。国
と
県
か
ら
補
助
金
も
出
る
の
で
さ
ら
に
お
得
」

と
言
わ
れ
た
。
ま
だ
契
約
し
て
い
な
い
が
、
設
置
し
よ
う
と
考

え
て
い
る
。

【
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
補
助
制
度
】

　

太
陽
光
発
電
は
、
オ
ー
ル
電
化
住
宅
設
備
と
組
み
合
わ
せ
て

光
熱
費
を
安
く
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
発
電
し
て
余
っ
た
電
気

を
電
力
会
社
に
売
る
こ
と
が
で
き
、
環
境
に
や
さ
し
い
と
い
う

こ
と
か
ら
、
自
宅
に
設
置
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

国
は
家
庭
で
の
導
入
を
進
め
る
た
め
に
平
成
21
年
１
月
か
ら

補
助
制
度
を
ス
タ
ー
ト
し
、
埼
玉
県
で
も
平
成
21
年
４
月
か
ら

補
助
制
度
を
始
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
国
や
県
な
ど
は
そ
れ
ぞ
れ
の
補
助
基
準
に
よ
っ
て
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
の
条
件
も
満
た
し
て
い

れ
ば
併
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
参
考
・
既
存
の
戸
建
て
住
宅
に
設
置
す
る
場
合
の
補
助
金
基
準
〉

▽
国
＝
太
陽
電
池
の
最
大
出
力
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
７
万
円

▽
県
＝
太
陽
電
池
の
最
大
出
力
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
６
万
円

※
補
助
対
象
と
な
る
最
大
出
力
の
上
限
あ
り

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

複
数
の
業
者
か
ら
見
積
書
を
と
り
ま
し
ょ
う　

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
本
体
の
価
格
と
工
事
費
用
の
合
計
額

で
、
複
数
の
業
者
を
比
較
・
検
討
し
ま
し
ょ
う
。
補
助
金
額
は
、

太
陽
電
池
の
最
大
出
力
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
の
単
価
で
算
出

さ
れ
る
の
で
、
機
種
や
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
補
助
金
額
に
大
き

く
差
が
で
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
補
助
金
相
当
分
の
金
額
を
あ
ら
か
じ
め
価
格
に
上
乗

せ
す
る
悪
質
な
事
例
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

契
約
す
る
前
に
補
助
金
が
受
け
ら
れ
る
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

国
や
県
な
ど
の
補
助
金
制
度
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
年
間
予
算
が

あ
り
ま
す
。
予
算
額
を
超
え
る
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

抽
選
に
よ
っ
て
決
定
し
た
り
（
国
）、
受
付
自
体
を
締
め
切
る

（
県
）
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
補
助
金
交
付
の
決
定
通
知
を
受
け
る
前
に
工
事
を
始

め
て
し
ま
う
と
補
助
対
象
に
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
補
助
対
象
の
要
件
や
手
続
方
法
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
国
の
補
助
制
度
に
関
す
る
事
務
は
太
陽
光
発
電
普
及

拡
大
セ
ン
タ
ー
が
、
埼
玉
県
の
補
助
制
度
に
関
す
る
事
務
は
環

境
部
温
暖
化
対
策
課
が
行
っ
て
い
ま
す
。

「
節
約
で
き
る
費
用
」
を
慎
重
に
検
討
し
ま
し
ょ
う

　

太
陽
光
発
電
は
季
節
や
天
気
に
よ
り
発
電
量
に
差
が
出
る
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
設
置
し
た
屋
根
の
向
き
な
ど
に
よ
っ

て
は
、
業
者
が
説
明
し
た
ほ
ど
の
発
電
量
が
な
か
っ
た
と
い
う

事
例
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
購
入
・
設
置
に
あ
た
っ
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
ロ
ー
ン
を

利
用
す
る
場
合
は
、
そ
の
分
割
手
数
料
や
支
払
利
息
分
の
負
担

が
あ
る
こ
と
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

利
点
ば
か
り
を
強
調
す
る
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
に
惑
わ
さ
れ
ず
、

太
陽
光
発
電
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
よ
く
考
え
て

判
断
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

困
っ
た
と
き
や
不
安
に
思
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
近
く
の
消

費
生
活
相
談
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

埼
玉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部
☎
０
４
８―

７
３

　

４―

０
９
９
９
ま
た
は
生
活
課
（
内
線
２
５
２
）

太
陽
光
発
電
、
補
助
金
利
用
で
お
得
？

 

「
何
社
か
の
貸
金
業
者
か
ら
借
金
を
し
、
毎

月
給
料
の
ほ
と
ん
ど
を
返
済
に
充
て
て
い
る
」

「
高
金
利
の
借
金
で
、
法
律
の
定
め
を
超
え
る

利
息
を
払
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
」
「
友
人

や
知
人
の
連
帯
保
証
人
に
な
り
、
負
債
を
負
っ

て
し
ま
っ
た
」
な
ど
の
多
重
債
務
を
負
い
、
ど

こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
方

を
対
象
に
、
市
の
消
費
生
活
相
談
で
相
談
を
お

受
け
し
て
い
ま
す
。

　

消
費
生
活
相
談
員
が
個
別
に
事
情
を
伺
い
、

債
務
整
理
の
大
ま
か
な
説
明
を
し
た
後
、
実
際

の
債
務
整
理
に
つ
い
て
法
律
専
門
家
（
弁
護
士

や
司
法
書
士
）
を
紹
介
し
、
面
談
の
予
約
ま
で

を
迅
速
に
取
り
次
ぎ
ま
す
。

　

借
金
問
題
は
必
ず
解
決
で
き
ま
す
。
ひ
と
り

で
悩
ま
ず
に
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密

は
守
り
ま
す
。

▼
日
時　

月
・
木
・
金
曜
日 

午
前
９
時
30
分

〜
午
後
３
時
30
分 

※
15
ペ
ー
ジ
の
各
種
相

談
「
消
費
生
活
・
多
重
債
務
」
参
照

▼
場
所　

生
活
課
相
談
室

▼
費
用　

無
料

▼
持
ち
物　

借
金
を
し
た
と
き
の
契
約
書
（
借

入
先
名
、
所
在
地
、
連
絡
先
が
わ
か
る
も

の
）
、
今
ま
で
返
済
し
た
領
収
書
、
１
カ
月

の
家
計
の
収
支
（
生
活
費
）
を
ま
と
め
た
も

の
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ　

生
活
課
市
民
生
活
担
当
（
内

線
２
５
２
）

多
重
債
務
で
お
困
り
の
方
は

　
　
　
　

ご
相
談
く
だ
さ
い

くらしの 　　 番情報110
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保 健 案 内
保健センター
長野2-3-17
TEL：553-0053
FAX：555-2551

休日急患診療

 ・診療科目……内科、小児科、外科
 ・診療時間……午前10時～午後5時
＊医療機関が変更されることがありますので、事前に問い合わせく

ださい。
 ・行田中央総合病院　  ☎553－2000
 ・壮幸会行田総合病院  ☎552－1111
◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき
 ・行田市消防署　☎556－3005
 ・埼玉県救急医療情報センター ☎048－824－4199
◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相談窓口につ

ながります。（携帯電話可）
・相談時間 【月～土曜日】午後7時～11時 
　　　　　 【日曜日、祝日】午前9時～午後11時

期　日 医療機関名 期　日 医療機関名

9月20日（日） 壮幸会行田総合病院 9月27日（日） 行田中央総合病院

9月21日（月） 行田中央総合病院  10月  4日（日） 壮幸会行田総合病院

9月22日（火） 壮幸会行田総合病院  10月11日（日） 壮幸会行田総合病院

9月23日（水） 壮幸会行田総合病院  10月12日（月） 行田中央総合病院

子どもの健康
乳幼児健診
　名　　称　4カ月児健診、1歳6カ月児健診、2歳児歯

科健診、3歳児健診
　そ の 他　転入されたお子さんで前住所地で受診して

いない方は保健センターへご連絡ください。

BCG予防接種
　①受付日時　9月16日（水）午後1時30分～2時20分
　　対　　象　平成21年6月1日～15日生まれのお子さん
　②受付日時　10月1日（木）午後1時30分～2時20分
　　対　　象　平成21年6月16日～30日生まれのお子さん
　①②とも対象児以外でまだ受けていないお子さん（6
　カ月未満）は、この機会に受けてください。

乳幼児相談（要申し込み）　
　①受付日時　9月25日（金）午後1時30分～4時
　②受付日時　10月6日（火）午前9時30分～11時30分
　①②とも対象は小学校入学前のお子さん

離乳食教室（初期）（要申し込み）
　受付日時　10月6日(火）午前10時15分～10時30分
　対　　象　平成21年4月15日～5月14日生まれの

お子さんがいる方

離乳食教室（中後期）（要申し込み）
　受付日時　9月18日(金）午前10時15分～10時30分
　対　　象　7カ月から11カ月までのお子さんがいる方

思春期こころの相談（要申し込み）
　受付日時　10月8日(木）午前9時30分～11時30分
　対　　象　小・中学生、高校生、またはその家族
　そ の 他　心理士、保健師がお受けします

※いずれも場所は保健センター

健康講座④大切な筋肉を衰えさせないために
～最後まで残しておきたい6つの筋肉～

　中年期は、身体機能の低下やメタボリックシンドローム
なども気になりはじめる時期です。いつまでも体力を維持
して、筋肉の衰えや病気を予防し、健やかな毎日が過ごせ
る運動の方法を身につけてみませんか。
日　　時　9月30日(水) 午後1時45分～3時45分
場　　所　グリーンアリーナ柔道場
内　　容　健康運動指導士による運動
定　　員　50人（先着順）
持ち物など　運動しやすい服装、飲み物、タオル、筆記用具、

健康手帳（お持ちの方）
申し込み　9月15日(火)から直接または電話で保健センター

おとなの健康
健康相談（申し込み不要）
　日　　時　9月15日（火）午前10時～11時
　対　　象　健康に関する相談をしたい方

糖尿病健康相談（要申し込み）
　日　　時　9月15日（火）午前10時～11時
　対　　象　糖尿病について心配のある方

禁煙教室（要申し込み）
　日　　時　9月15日（火）午前10時～11時
　対　　象　たばこをやめたい方

こころの相談（要申し込み）
　日　　時　9月17日（木）
　　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
　対　　象　気分がすぐれない、夜眠れない、不安や心

配事があるという方

※いずれも場所は保健センター

平成21年度  胃がん予防教室
～こわくない ! 胃がんを知ってしっかり予防～
　胃がんの予防には毎年の検診と食生活などの生活習慣の
見直しが重要です。胃がんの予防法について知り、自分の
生活を見つめ直すきっかけにしてみませんか。

※2日間とも受講してください

場　　所　保健センター
定　　員　30人（先着順）
申し込み　9月15日(火)から直接または電話で保健センター

日　　　時 内　　　容

10月8日(木)
午後1時30分～3時30分

  高村誠二さん（行田中央総合病院）に
  よる講話「胃がんを予防しよう」

10月23日(金)
午前9時45分～11時30分

  管理栄養士による講話「胃がん予防の  
  食事」
  実習「自分の家のみそ汁の塩分を知ろう」



■2009.9.1  ■行田市役所／TEL556-1111 開館時間
午前9時30分～午後7時

市立図書館
佐間3ー24ー7
（「みらい」内）
TEL 556-4227  
FAX 555-3770

休館日
9月１日（火）・７日（月）・14日（月）・
24日（木）・28日（月）～10月2日（金）・
5日（月）・13日（火）
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相　　談 場　　所 日　　　　程 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 産業文化会館
2階会議室

  9月29日㈫　※次回10月27日㈫の予約は   
  10月1日㈭から　   午前9時〜午後3時

生活課

（内線252）

行政 産業文化会館2階会議室   10月5日㈪ 　   午後1時30分〜3時30分

結婚 VIVAぎょうだ   9月20日㈰、10月2日㈮　   午前9時30分〜11時30分
（受け付けは午前9時30分〜11時）

消費生活
多重債務 市役所

  9月17日㈭・18日㈮・24日㈭・25日㈮  
 ・28日㈪、10月1日㈭・2日㈮・5日㈪・
  8日㈭・9日㈮・15日㈭

  午前9時30分〜午後3時30分

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ   9月17日㈭、10月1日㈭・8日㈭・15日㈭  

  ※電話相談は9月19日㈯ 対象：市内在住の方
  午後1時〜4時
（電話相談は午後1時〜2時30分）

VIVAぎょうだ
☎556ー9301

内職 市役所   9月15日㈫・18日㈮・25日㈮・29日㈫
  10月2日㈮・6日㈫・9日㈮・13日㈫   午前10時〜午後4時 商工観光課

（内線383）

人権 忍・行田公民館   10月14日㈬　   午後1時30分〜3時30分 人権推進課（内線221）

税務 中央公民館
（「みらい」内）   9月15日㈫   午後1時30分〜3時30分 関東信越税理士会行田支部

☎554ー1411

水道料金の休日納付 水道庁舎（前谷）   10月4日㈰   午前8時30分〜正午
水道課

☎553ー0131水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷）   9月15日㈫・29日㈫　
  10月6日㈫・13日㈫   午後5時15分〜7時

談相種各 （9月15日〜10月15日）

▶日　　時　９月16日(水) 午前10時30分～11時
▶対　　象　２、３歳児とその保護者
▶内　　容　絵本、パネルシアターなど
 
▶日　　時　９月26日(土) 午前11時 
▶対　　象　幼児
▶内　　容　絵本や手遊びなど
▶主　　催　おはなしタンバリン
　　
▶日　　時　10月３日(土) 午後２時 
▶対　　象　幼児・小学生
▶内　　容　絵本や紙芝居など
▶主　　催　おはなしの会

▶日　　時　10月10日(土) 午後２時 
▶対　　象　幼児・小学生
▶内　　容　絵本など
▶主　　催　おはなしポケット

※場所は、いずれも図書館おはなしのへや　 

　 移動図書館巡回日程

10
月
9
日
（金）

10
月
7
日
（水）

太
田
西
小

10
月
8
日
（木）

泉
小

10
月
1
日
（木）

荒
木
小

9
月
29
日
（火）

星
宮
小

10
月
6
日
（火）

北
河
原
小

10
月
2
日
（金）

埼
玉
小

9
月
25
日
（金）

南河原

南
河
原
小

9
月
18
日
（金）

太
田
東
小

9
月
17
日
（木）

桜
ヶ
丘
小

9
月
16
日
（水）

北
小

須
加
小

※変更となる場合があります。

　９月28日(月)から10月2日(金)までは、蔵書点検のため
臨時休館
※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。なお、9

月15日から18日の間に借りた図書および９月21日から25日の
間に借りたビデオやCDの返却日は、10月3日となります。

・罪深き海辺（大澤在昌）
・身の上話（佐藤正午）
・親友はいますか（渡辺淳一）
・寂聴幸運の鍵（瀬戸内寂聴）
・ありがとうチョビ（高橋うらら）
・たいせつな友だち（モイヤ・シモンズ）
・たまごにいちゃんぐみ（あきやまただし）

▶日　　時　９月19日(土) 午後2時
▶場　　所　映像ホール
▶題　　名　宮沢賢治原作アニメ・雪渡り（23分）、みん
　　　　　　ないちばん（13分）
▶対　　象　幼児・小学生およびその保護者
▶定　　員　80人（先着順）
▶入 場 料　無料 

　4カ月児健診時に保健センターで絵本を配布しています。
▶日　　時　９月４日(金)・15日(火)  午後1時受付開始
▶持 参 品　母子健康手帳

特別整理に伴う臨時休館

子ども映画会

新着図書

おはなし会

ブックスタート
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７月25・26日の２日間、埼玉りそな銀行行田支
店前の交差点付近で第16回市民祭・行田浮き城ま
つりが開催されました。
26日、祭りに訪れた人々の注目を集めたのが、
ステージで行われたレシート大作戦抽選会でした。
レシート大作戦とは、行田市商店会連合会主催で、

定額給付金による市内消費の促進と拡大を
図ることを目的として実施されたキャンペー
ン。市内の商店で買い物をして１万円以上に
なったら応募用紙にレシートを貼って応募す
るというもので、約２カ月間で 37,338 通
もの応募がありました。地デジ対応32型液
晶テレビや行田商店共通商品券が当たると
あって、当選者の発表のたびに喜びの声とた
め息が聞かれました。
また、日が沈み、行田だんべ踊り、神

みこ し

輿の
渡
とぎ ょ

御、山車の叩き合いが行われると、祭りの
熱気も最高潮に。力強い掛け声やお囃

はや し

子が、
行田の夏の夜をさらに熱く盛り上げました。

レシート大作戦抽選会も開催され
熱気に包まれた行田浮き城まつり

種まきから始める行田在来青大豆の栽培

７月28日、見沼中学校東側の畑で行田在来青大豆
の種まき作業が行われました。
夏休み中にも関わらず、同校３年生有志57人が参
加したこの種まきは、今年２月に行った豆腐づくりを
きっかけとして、今年度は種をまくことから始めよう
と企画したものです。生徒らにより約500㎡の畑に
植えられた種は、10月中旬に枝豆として、11月中
旬には大豆として収穫される予定です。

とうろうに思いを乗せて

８月16日、行田市駅北側の忍川周辺で、とうろ
う流し納涼大会が行われました。
今年は護岸整備が進んでいる岸から、参加者らが

とうろうを流しました。次々と放たれるとうろうは、
亡くなった方への思いや家内安全などの願いを乗
せ、夕闇の中でぼんやりと光りながら、静かにゆっ
くり川面を下っていきました。
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埼玉公民館では市内歴史探訪として全５回の歴史講座
を開いており、７月22日に第４回目の講座が行われま
した。これは、市制施行60周年記念事業の一つで、行
田の歴史を見つめ直そうと「行田の偉人」を学習し、郷
土愛をはぐくむ取り組みとして行われています。
この日は、「行田の文学」として近世から近代の歌人・
俳人を中心に、郷土にゆかりのある人物の建物や大長寺
にある芭蕉句碑などを歩いて見学しました。

郷土の偉人を歩いて学ぶ歴史講座

埼玉小学校で古代住居と古墳形の築山づくりが７月
25日および８月１日に行われました。
児童・保護者をはじめ、中学生や地域住民など約150
人がボランティアとして参加し、実物の２分の１のス
ケールで復元した古代住居と、国の実測図を基に縮尺し
芝を張った築山を完成させました。埼玉地区の特色を生
かし地域の人々に愛されるシンボルが出現し、古代のロ
マンを醸し出す校庭となりました。

埼玉小学校に古代住居と古墳が出現

８月１日、須加小学校北側の利根川堤防で水防演習が実
施されました。これは、集中豪雨や台風などの被害から地
域住民を守り、かつ被害拡大を防ぐことを目的に、毎年行
われているもので、今年は、消防団、水防員ら90人が参
加しました。
大雨で利根川が増水したと想定し、木流しや五徳ぬい、

月の輪など８種類の水防工法訓練のほか、県防災航空隊に
よる救出救助訓練などが行われました。
今年も各地で大雨による被害がもたらされている中、参
加した水防員らは、実践さながらの訓練に真剣な態度で取
り組んでいました。

大雨による利根川の増水を想定
実践さながらの水防演習

８月８日・９日の２日間、ＮＰＯ法人ぎょうだ足袋蔵
ネットワークの主催による足袋蔵昔体験セミナーが忠次
郎蔵で開催され、13人の子供たちが参加しました。
初日には夕食用のうどんを自分たちで打ち、花火やス

イカ割り、蚊帳をつって寝るなど風情のある夏の夜を過
ごしました。翌朝は、かまどでご飯を炊いたり、折り紙
や水鉄砲を作って遊んだりと、昔の人がどのような暮ら
しをしていたかを体験しました。

風情感じる昔の暮らしを体験
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　「
父
が
見
つ
け
た
り
も
ら
っ
た
り
し
て
き
た
カ
ブ
ト

ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
な
ど
を
家
で
飼
い
、
４
歳
く
ら
い

の
こ
ろ
か
ら
自
分
で
卵
を
ふ
化
さ
せ
た
り
し
て
い
ま

し
た
。
お
も
ち
ゃ
代
わ
り
っ
て
と
こ
ろ
で
す
か
ね
」

そ
う
言
っ
て
笑
う
の
は
、
熊
谷
西
高
校
３
年
生
の
堀

口
智
博
さ
ん
。
物
心
つ
い
た
こ
ろ
か
ら
昆
虫
好
き

だ
っ
た
堀
口
さ
ん
は
、
あ
る
と
き
ガ
ム
シ
と
い
う
昆

虫
を
見
つ
け
ま
し
た
。「
小
学
３
年
生
の
と
き
に
家
族

で
群
馬
県
嬬
恋
村
へ
旅
行
に
行
っ
た
際
、
図
鑑
で
し

か
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
ガ
ム
シ
を
見
つ
け
、
す
ぐ

に
採
取
し
て
家
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
中
学
に
な
る

と
家
の
近
く
で
も
ガ
ム
シ
類
を
見
つ
け
ら
れ
る
こ
と

に
気
付
き
ま
し
た
が
、
多
く
の
昆
虫
が
活
動
を
始
め

る
夏
の
暑
い
時
期
に
限
っ
て
出
現
し
な
か
っ
た
の
で

変
な
虫
だ
な
と
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
」
こ
の
と
き

の
発
見
と
疑
問
が
、
後
に
大
き
な
功
績
を
も
た
ら
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

高
校
に
入
学
し
、
担
任
の
先
生
が
自
然
科
学
部
の

顧
問
だ
っ
た
こ
と
か
ら
同
部
に
誘
わ
れ
入
部
し
た
堀

口
さ
ん
は
、
早
速
ガ
ム
シ
に
つ
い
て
の
研
究
を
始
め

ま
し
た
。「
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
の
入
り
口
付
近

に
あ
る
水
場
に
、
ヒ
メ
ガ
ム
シ
と
い
う
ガ
ム
シ
類
の

一
種
が
集
ま
っ
て
く
る
こ
と
を
知
り
、
高
校
１
年
の

夏
休
み
か
ら
週
末
に
な
る
と
観
察
や
採
取
し
に
通
い

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
ヒ
メ
ガ
ム
シ
に
つ
い
て
、
そ
の
生
態
や
分
布
、
食

性
な
ど
が
徐
々
に
分
か
っ
て
き
ま
し
た
」
そ
し
て
、

今
年
２
月
、
先
生
か
ら
日
本
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
青
少

年
水
大
賞
へ
応
募
し
て
み
な
い
か
と
話
を
も
ら
っ
た

そ
う
で
す
。「
こ
の
研
究
は
自
分
の
興
味
で
始
め
た
も

の
。
だ
か
ら
資
料
作
成
か
ら
研
究
発
表
ま
で
自
分
ひ

と
り
。
他
校
と
比
べ
グ
ル
ー
プ
の
構
成
人
数
や
研
究

レ
ベ
ル
も
違
い
す
ぎ
て
、
不
安
で
つ
ぶ
れ
そ
う
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、“
ヒ
メ
ガ
ム
シ
の
生
息
が
水
田

環
境
の
生
物
多
様
性
の
指
標
と
な
る
”
と
の
結
論
が

水
環
境
問
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
の

主
旨
と
マ
ッ
チ
し
て
い
た
し
、
自
分
自
身
の
手
で
作

り
上
げ
た
こ
と
が
自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」
と
話

し
、
全
国
15
校
17
グ
ル
ー
プ
の
応
募
の
中
で
、
審
査

部
会
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ガ
ム
シ
を
夢
中
で
追
い
か
け
大
き
な
勲
章
を
手
に

し
た
少
年
は
、「
将
来
は
研
究
者
や
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ

ド
な
ど
自
然
や
生
物
に
関
わ
り
た
い
」
と
の
夢
に
向

け
、
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
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ま
さ
子

鰻う
な
ぎの
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け
二
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郷	

斉
藤　
　

勲

冷
麦
や
も
つ
れ
て
踊
る
鍋
の
な
か

	

南
河
原	

三
沢　

一
水

大
昼
寝
彼
の
世
の
見
え
る
あ
た
り
ま
で

	

桜
町	

大
塚　

保
子

夏
祭
り
老
若
男
女
輪
に
集
ふ

	

長
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内
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計
江

友
を
待
つ
日
傘
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く
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な
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栗
原
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ね
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利
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風
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日
傘
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日
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井
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愛
子

遠
け
れ
ど
初
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っ
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三
声
ほ
ど
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ヒ
メ
ガ
ム
シ
の
研
究
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青
少
年
水
大
賞
の
特
別
賞
を
受
賞

堀
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智
博 

さ
ん
（
18
歳
・
門
井
町
）

行田人行田人

いききき
いきき
いき
いき

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
俳
句
は
毎
月
５
日
ま
で
に
は
が
き
・
封
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で
広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

私
の
作
品

	

清
水
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新
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圭
三
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と
し
き
り
嫁
の
話
や
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ち
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新
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清
水
町	

石
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裕
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梅
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明
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や
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回
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の
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機

	

荒
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高
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よ
ね
子

空
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城
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町
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ツ
ギ
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の
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が
残
し
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じ
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な

	

犬
塚	

細
井
喜
美
江

遠
き
日
の
夫
の
記
憶
や
白し
ろ
が
す
り絣

（
木
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斗
川　

監
修
）

『
あ
る
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の
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晴
子
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長
野
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大
澤　

翔し
ょ
う
こ子

ち
ゃ
ん（
谷
郷
）

父
・
篤
史
さ
ん　

母
・
恭
子
さ
ん

平
成
20
年
9
月
17
日
生
ま
れ

「
優
し
い
女
の
子
に
な
っ
て
ね
」

新
井　

虹こ
う
せ
い成

ち
ゃ
ん（
桜
町
）

父
・
達
也
さ
ん　

母
・
由
紀
子
さ
ん

平
成
20
年
9
月
18
日
生
ま
れ

「
七
色
の
笑
顔
に
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
♡
」
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奈
良
時
代
に

中
国
か
ら
伝
わ

り
、
雅
や
か
な

音
色
で
聴
く
人

を
う
っ
と
り
と

さ
せ
て
き
た
琴
。

そ
ん
な
琴
を
演

奏
し
て
い
る
の

が
太
井
琴
ク
ラ

ブ
で
す
。
昭
和

61
年
に
発
足
し
、

13
人
で
毎
週
金

曜
日
の
午
後
１

時
30
分
か
ら
４
時
30
分
ま
で
太
井
公
民
館
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

琴
の
演
奏
は
、
音
と
音
と
の
「
間ま

」
を
取
る

の
が
と
て
も
難
し
く
、
全
員
の
呼
吸
が
合
わ
な

い
と
、
き
れ
い
な
音
に
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
音
を
出
す
タ
イ
ミ
ン
グ
や
音
程
が
ピ
ッ
タ

リ
と
合
っ
た
瞬
間
は
非
常
に
美
し
く
響
き
ま
す
。

普
段
は
3
パ
ー
ト
に
分
か
れ
た
琴
と
三
味
線
の

4
部
構
成
で
練
習
に
励
ん
で
い
る
同
ク
ラ
ブ
で

す
が
、
発
表
会
で
は
尺
八
や
胡
弓
が
加
わ
る
こ

と
も
あ
り
、
よ
り
演
奏
に
厚
み
が
出
る
そ
う
で

す
。
毎
年
公
民
館
で
行
わ
れ
る
文
化
祭
や
老
人

ホ
ー
ム
へ
の
慰
問
な
ど
で
演
奏
を
披
露
し
て
い

ま
す
。
現
在
は
９
月
21
日
に
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
で
行
わ
れ
る
さ
い
た
ま
邦
楽
協
会
演
奏
会

へ
の
出
演
に
向
け
、
練
習
に
も
熱
が
入
り
ま
す
。

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
楽
し
み

な
が
ら
も
一
歩
上
の
レ
ベ
ル
を
目
指
し
、
難
し

い
曲
が
弾
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
の
充
実
感

は
、
何
物
に
も
替
え
難
い
よ
う
で
す
。

発
表
会
な
ど
の
ほ
か
、
和
の
楽
器
に
親
し
ん

で
も
ら
お
う
と
、
毎
年
冬
に
は
市
内
４
小
学
校

を
訪
問
し
、
児
童
ら
に
琴
の
素
晴
ら
し
さ
を
教

え
て
い
る
同
ク
ラ
ブ
。
子
供
た
ち
は
初
め
て
目

に
す
る
琴
に
感
動
し
て
楽
し
そ
う
に
演
奏
す
る

そ
う
で
、
皆
さ
ん
は
「
心
の
こ
も
っ
た
感
謝
の

手
紙
を
も
ら
う
と
、
と
て
も
う
れ
し
い
。
興
味

を
持
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
作
り
が
で
き
れ
ば

良
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
琴
を
奏
で
て

み
た
い
と
い
う
方
、
ま
ず
は
練
習
を
見
に
来
て

く
だ
さ
い
。
日
本
古
来
の
琴
の
美
し
い
調
べ
に

魅
せ
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ　

太
井
公
民
館
☎
５
５
３―

０
７
６
６

金
子　

茉ま

な奈
ち
ゃ
ん（
押
上
町
）

父
・
修
士
さ
ん　

母
・
か
ん
奈
さ
ん

平
成
20
年
9
月
6
日
生
ま
れ

「
お
お
き
く
な
～
れ
っ
」

松
島　

慶け
い
す
け典

ち
ゃ
ん（
佐
間
）

父
・
大
貴
さ
ん　

母
・
明
美
さ
ん

平
成
20
年
9
月
17
日
生
ま
れ

「
慶
典
で
す
。よ
ろ
し
く
ね
！
」

野
本　

一か
ず
ま真

ち
ゃ
ん（
堤
根
）

父
・
裕
司
さ
ん　

母
・
綾
子
さ
ん

平
成
20
年
9
月
10
日
生
ま
れ

「
♡
一
歩
一
歩
真
っ
す
ぐ
に
♡
」

○9月30日(水)までに電話またはＥ
メールで広報広聴課広
報広聴担当(内線318) 
※応募要領は市ホーム
ページをご覧ください

○応募者多数の場合は、10月6日(火)
午後1時30分から市役所203会議室で
公開抽選を行います。

太井琴クラブ
～難しい曲を奏でて味わう充実感～

さわやか
サークル
さわやか
サークル

平成20年11月生まれの
お子さんを募集します



催し・募集
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広告

▼
日
時　

10
月
31
日
㈯
午
後
１
時
開

場　

午
後
１
時
30
分
開
演　

▼
場
所 

「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル　

▼
定
員 

５
０
０
人
（
先
着
順
） 
▼
入
場
料 

１
千
円
（
全
席
自
由
・
小
学
生
以
上
） 

▼
チ
ケ
ッ
ト
発
売　

９
月
11
日
㈮
午

前
９
時
30
分
か
ら
中
央
公
民
館
お
よ

び
各
地
域
公
民
館　

▼
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館
☎
５
５
６―

２
６
４
９

▼
締
め
切
り　

10
月
13
日
㈫
午
後
５

時
ま
で　

▼
搬
入
日
時　

10
月
29
日

㈭
午
前
９
時
～
11
時　

▼
搬
入
場
所 

郷
土
博
物
館　

▼
展
示
期
間　

10
月

31
日
㈯
～
11
月
９
日
㈪　

▼
主
催 

行
田
市
、
行
田
市
菊
花
連
絡
協
議
会

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

商
工

観
光
課
（
内
線
３
８
２
）

日
本
語
を
母
国
語
と
し
な
い
方
に

日
本
語
で
日
本
語
習
得
の
手
伝
い
を

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
で

す
。
外
国
語
が
で
き
な
い
方
、
経
験

の
な
い
方
で
も
大
歓
迎
で
す
。

▼
日
時　

10
月
10
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分　

▼
場
所　

中
央
公

民
館
第
１
学
習
室　

▼
内
容　

地
域

に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
と

活
動
、
実
践
・
授
業
の
進
め
方
な
ど

▼
募
集
人
数　

50
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
） 
▼
参
加
無
料　

▼

主
催　

行
田
市
教
育
委
員
会　

▼
申

し
込
み　

往
復
は
が
き
の
往
信
文
面

に
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
し
、
９
月
30
日
㈬
（
必
着
）
ま
で

に
〒
３
６
１―

０
０
５
２　

行
田
市

本
丸
２―

20　

行
田
市
ひ
と
つ
く
り

支
援
課　

▼
問
い
合
わ
せ　

同
課
☎

５
５
６―

８
３
１
９

▼
日
時　

11
月
８
日
㈰
午
前
８
時
～

正
午
ご
ろ　

▼
集
合
場
所　

総
合
公

園
自
由
広
場　

▼
コ
ー
ス　

サ
ケ
の

遡
上
わ
く
わ
く
12
㎞
コ
ー
ス
（
総
合

公
園―

白
川
戸―

見
沼
代
用
水―

見

沼
元
圦
公
園―

利
根
大
堰―

見
沼
代

用
水―

小
見
真
観
寺
古
墳―

白
川
戸

―

総
合
公
園
） 

▼
対
象　

市
内
在
住

･

在
勤
で
小
学
生
以
上
の
方
※
小
学

生
は
保
護
者
ま
た
は
成
人
の
同
伴
が

必
要　

▼
参
加
費　

１
０
０
円
（
保

険
料
な
ど
） 

▼
主
催　

行
田
市
体
育

指
導
委
員
協
議
会　

▼
申
し
込
み 

10
月
１
日
㈭ 

～
30
日
㈮
の
午
前
９

時
～
午
後
５
時
に
直
接
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
、
中
央
公
民
館
ま
た
は
各
地
域

公
民
館　

▼
問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
☎
５
５
６―

８
３
３
６

▼
日
時　

10
月
３
日
㈯
午
前
９
時
45

分
～
午
後
４
時
（
午
前
９
時
30
分
受

付
） 

▼
集
合
場
所　

忍
・
行
田
公
民

館
ホ
ー
ル　

▼
内
容　

バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
観
点
か
ら
作
成
し
た
観
光

マ
ッ
プ
「
行
田
た
び
く
る
」
に
載
っ

て
い
る
コ
ー
ス
を
体
験
し
ま
す
。
▼

コ
ー
ス　

①
水
城
公
園
と
忍
城
址

コ
ー
ス　

②
蔵
巡
り
コ
ー
ス　

③
さ

き
た
ま
古
墳
コ
ー
ス　

④
古
代
蓮
の

里
コ
ー
ス　

▼
参
加
無
料
※
昼
食
な

ど
は
自
費　

▼
主
催　

行
田
市
障
害

者
小
規
模
施
設
連
絡
会　

▼
後
援 

行
田
市
、
行
田
市
教
育
委
員
会
、
行

田
市
社
会
福
祉
協
議
会　

▼
そ
の
他

当
日
参
加
可
能
で
す
が
、
①
ま
た
は

②
の
み
の
参
加
と
な
り
ま
す
。 

▼

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

９
月
25

日
㈮
ま
で
に
同
連
絡
会
事
務
局
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
Ｃ
Ｉ
Ｌ
ひ
こ
う
せ
ん
内
）

☎
５
５
５―

１
１
０
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ

５
５
５―

１
３
０
１

▼
日
時　

９
月
19
日
㈯
～
23
日
㈬
午

前
10
時
～
午
後
４
時
30
分
（
23
日
は

正
午
ま
で
） 

▼
場
所　

郷
土
博
物
館

企
画
展
示
室　

▼
内
容　

障
害
者
の

ア
ー
ト
展　

▼
入
場
無
料　

▼
主
催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｃ
Ｉ
Ｌ
ひ
こ
う
せ
ん 

▼
問
い
合
わ
せ　

同
法
人
☎
５
５
５

―

１
１
０
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５
５―

１
３
０
１

▼
日
時　

10
月
４
日
㈰
午
後
１
時
開

演　

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館
ホ
ー

ル　

▼
曲
目　

人
生
の
並
木
路
、
白

い
海
峡
、
よ
こ
は
ま
た
そ
が
れ
、
恋

の
フ
ー
ガ 

ほ
か　

▼
入
場
無
料　

▼

主
催　

行
田
市
大
正
琴
連
盟　

▼
後

援　

行
田
市
、
行
田
市
教
育
委
員
会

ほ
か　

▼
問
い
合
わ
せ　

同
連
盟
大

澤
宅
☎
５
５
６―

５
０
８
５

み
ら
い
文
化
講
演
会

ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン

「
私
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
」

第
９
回

ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

バ
リ
ア
フ
リ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

行
田
た
び
く
る
体
験

限
り
な
い
挑
戦

夢
の
道
し
る
べ

大
正
琴
演
奏
会

第
35
回
行
田
市
菊
花
展

展
示
作
品

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門

＊広告掲載の問い合わせは、三共印刷株式会社へ　☎５５６ー６２０１



9～11月

　市内で行われる主なイベントや草花などの見どころ情報を３カ月
ごとにまとめてご紹介します。

▼
日
時　

９
月
29
日
㈫
、
10
月
６

日
㈫
・
13
日
㈫
、
11
月
19
日
㈭
・

25
日
㈬
、
12
月
１
日
㈫
（
全
６
回
）

午
後
１
時
～
３
時　

▼
場
所　

総

合
福
祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」

２
階
交
流
創
作
室　

▼
対
象　

市

内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方
で
陶
芸

経
験
の
少
な
い
方　

▼
定
員　

12

人
（
未
経
験
の
方
優
先
） 

▼
参
加
費

８
０
０
円　

▼
持
ち
物　

使
い
古

し
た
歯
ブ
ラ
シ
、
タ
オ
ル
、
エ
プ

ロ
ン　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ　

９
月
15
日
㈫
午
前
９
時
か
ら

電
話
で
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

10
月
31
日
、
11
月
14
日
の

各
土
曜
日　

午
前
10
時
～
正
午　

▼

場
所　

総
合
福
祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ

の
里
」
２
階
福
祉
団
体
活
動
支
援
室

▼
対
象　

市
内
在
住
で
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
の
方　

▼
定
員　

10
人 

▼
参
加
無
料　

▼
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ　

９
月
24
日
㈭
か
ら
直
接
ま

た
は
電
話
で
行
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
☎
５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

10
月
7
日
㈬
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
30
分　

▼
場
所　

総
合
福

祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」 

▼
内
容

一
人
で
外
出
で
き
な
い
視
覚
障
害
の

方
に
付
き
添
っ
て
歩
行
の
介
助
や
誘

導
を
す
る
活
動
（
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
）

の
基
本
術
や
屋
内
・
外
で
の
移
動
介

助
（
実
技
）
を
学
び
ま
す
。 

▼
定

員　

20
人
（
先
着
順
） 

▼
参
加
無
料

（
昼
食
は
各
自
持
参
） 

▼
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ　

9
月
10
日
㈭
か
ら
直

接
ま
た
は
電
話
で
行
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
☎
５
５
７
ー
５
４
０
０

広告
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高
齢
者
陶
芸
教
室

（
初
心
者
）

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
体
験
教
室

ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
講
座

（
視
覚
障
害
者
外
出
サ
ポ
ー
ト
）

▶日　時　９月13日（日）午
前10時30分開演
▶場　所　産業文化会館ホール
▶入場料　無料
▶問い合わせ　ひとつくり支援
課☎556－8319

市制施行60周年記念
第18回彩の国埼玉「桴

ばち

の祭典」

▶日　程　10月10日（土）～
11月23日（月）
▶場　所　郷土博物館
▶内　容　徳川家康の関東入国
から三代将軍徳川家光の時代
にかけて忍城主となった大名
やゆかりの人々に関する資料
を展示します。
▶入館料　大人200円、高校・
大学生100円、小･中学生50円
▶問い合わせ　郷土博物館☎
554－5911

市制施行60周年記念
第23回企画展　徳川三代と忍藩

▶日　時　10月17日（土）午後
1時30分開演
▶場　所　「みらい」文化ホール
▶内　容　【第1部】加瀬田聡
＆ソンリサスによるミニコン
サート　【第2部】樋口恵子
さんによる講演会
▶入場料　500円（要入場券）
▶問い合わせ　VIVAぎょうだ☎
556－9301

市制施行60周年記念
ぎょうだ男女共同参画フォーラム

▶期　日　11月８日（日）
▶場　所　市役所、忍城址、バ
スターミナル付近
▶内　容　物産大バザール、火
縄銃演武ほか
▶問い合わせ　行田商工会議所
☎556－4111

第 30回行田商工祭・忍城時代まつり

▶期　日　11月８日（日）
▶場　所　市役所周辺　
▶内　容　県内外から各地域自
慢のB級ご当地グルメが集結。
行田のフライ、ゼリーフライの
ほか、話題となっているさまざ
まなグルメが出店します。
▶問い合わせ　商工観光課（内
線382）

第2回行田市B級グルメ大会

▶日　時　９月６日（日）午前
10時～午後３時
▶場　所　水城公園市民広場
▶内　容　クラフト、ミニSLなど
▶問い合わせ　ひとつくり支援
課☎556－8319

第20回浮き城のまち行田
こどもまつり

ホテイアオイ（9月中旬）…水城公園あおいの池　モクスイ（10月）…古代蓮の里
ヒガンバナ（9月中旬）…古代蓮の里

草花の見ごろ・見どころ



催し・募集
▼
日
時　

９
月
26
日
㈯
午
後
１
時

30
分
～
４
時　

▼
場
所　

商
工
セ

ン
タ
ー
４
０
１
・
４
０
３
研
修
室 

▼
内
容　
【
第
１
分
科
会
】
鳥
羽
恵

さ
ん
（
埼
玉
県
不
登
校
・
ひ
き
こ

も
り
を
考
え
る
連
絡
会
事
務
局
長
）

に
よ
る
講
演
「
わ
が
子
か
ら
学
ん

だ
こ
と
」　
【
第
２
分
科
会
】
藤
元

勝
夫
さ
ん
に
よ
る
講
演
「
む
か
し

話
と
寄
り
合
い
ハ
ウ
ス
（
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
）
を
開
設
し
て
」 

▼
主
催

第
27
回
行
田
母
親
大
会
実
行
委
員

会　

▼
後
援　

行
田
市
教
育
委
員

会　

▼
問
い
合
わ
せ　

北
埼
教
育

会
館
☎
５
５
３―

０
７
４
４

▼
日
時　

９
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰
午

前
９
時
～
午
後
４
時　

▼
場
所　

熊

谷
ス
ポ
ー
ツ
文
化
公
園
（
熊
谷
市
上

川
上
３
０
０
） 

▼
内
容　

熱
気
球
・

ポ
ニ
ー
馬
車
・
巨
大
シ
ャ
ボ
ン
玉
な

ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
ピ
ン
キ
ッ

シ
ュ
・
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
・
小
学
生
バ

ン
ド
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
、
地
域
の
物

産
品
販
売
、
飲
食
屋
台
、
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
な
ど
。 

▼
主
催　

㈶
埼

玉
県
公
園
緑
地
協
会
、
熊
谷
ス
ポ
ー

ツ
文
化
公
園
管
理
事
務
所　

▼
問

い
合
わ
せ　

同
事
務
所
☎
５
２
６

―

２
０
０
４

▼
日
時　

10
月
３
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
４
時　

▼
場
所　

八
木
橋
百
貨

店
正
面
入
口
（
熊
谷
市
仲
町
74
） 

▼

主
催　

㈳
埼
玉
県
不
動
産
鑑
定
士
協

会　

▼
後
援　

国
土
交
通
省
、
埼
玉

県
ほ
か　

▼
問
い
合
わ
せ　

同
協
会

☎
０
４
８―

８
３
８―

０
４
８
３

▼
日
時　

10
月
３
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
４
時　

▼
場
所　

八
木
橋
百
貨

店
８
階
カ
ト
レ
ア
ホ
ー
ル
前　

▼
主

催　

埼
玉
司
法
書
士
会
熊
谷
支
部 

▼
問
い
合
わ
せ　

同
会
熊
谷
支
部
長

山
田
☎
５
７
２―

７
６
６
６

県
立
熊
谷
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
就
職
に
必
要
な
知
識
や
技
能
を

習
得
す
る
た
め
の
実
技
を
中
心
と
し

た
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
定
員　

木
造
建
築
科
20
人
、

自
動
車
整
備
科
25
人　

▼
訓
練
期
間

２
年
間　

▼
対
象　

お
お
む
ね
30
歳

ま
で
の
求
職
者
※
自
動
車
整
備
科
は

高
等
学
校
卒
業
（
見
込
み
）
以
上 

▼
選
考
日
時　

10
月
28
日
㈬
午
前
９

時　

▼
選
考
場
所　

同
校　

▼
選
考

方
法　

筆
記
試
験
（
国
語
と
数
学
）

と
面
接
試
験　

▼
合
格
発
表　

11
月

４
日
㈬ 

▼
入
校
日　

平
成
22
年
４

月
８
日
㈭　

▼
出
願
方
法　

10
月
１

日
㈭
～
21
日
㈬
に
直
接
同
校
へ
願
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
高
等
学
校

な
ど
を
卒
業
見
込
み
以
外
の
方
は
、

事
前
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
行
田
で
、
願

書
へ
の
受
付
印
の
押
印
が
必
要
で

す
。 

▼
そ
の
他　

施
設
見
学
は
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

▼
問
い

合
わ
せ　

同
校
（
熊
谷
市
新
堀
新
田

５
２
２
）
☎
５
３
２―

６
５
５
９

22
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行
田
母
親
大
会

わ
く
わ
く
ス
ポ
文
ま
つ
り

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

不
動
産
無
料
相
談
会

法
の
日

「
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
」

県
立
熊
谷
高
等
技
術
専
門
校

平
成
22
年
４
月
入
校
生

行田市の人口と世帯　　　　 人口８６,６３５人　　男４３,１４０人　　女４３,４９５人　　世帯数３２,３５９世帯
（平成２１年８月１日現在）　  ７月中の異動　出生４８人　転入等１９６人　死亡６２人　転出等１９４人

行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

（財）

産業文化会館 商工センター 古代蓮会館 グリーンアリーナ

申し込み・問い合わせ

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

▼
日
時　

９
月
27
日
㈰
午
後
２
時

開
演　

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館

ホ
ー
ル　

▼
出
演　

行
田
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
協
会　

▼
内
容　

重
奏
・

声
楽
・
器
楽
に
よ
る
映
画
音
楽
や

日
本
音
楽
な
ど
、
な
じ
み
の
深
い

曲
を
中
心
と
し
た
心
温
ま
る
ク
ラ

シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
。 

▼
入
場

無
料

▼
日
時　

10
月
25
日
㈰
午
後
１
時

30
分
開
演　

▼
場
所　

商
工
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル　

▼
内
容　

邦
楽
邦

舞
鑑
賞　

▼
出
演　

竹
糸
会
、
行

田
市
大
正
琴
連
盟
、
花
柳
流
は
な

ぶ
さ
会
、
箏
曲
八
千
代
会
、
銭
太

鼓
つ
づ
み
会
、各
公
民
館
民
謡
会
、

苑
寿
会
、
武
陽
さ
く
ら
会
、
和
裁

ク
ラ
ブ
華
・
彩
・
雅
・
蓮　

▼
定

員　

３
０
０
人　

▼
入
場
無
料 

▼
整
理
券
配
布　

９
月
17
日
㈭
午

前
９
時
か
ら
商
工
セ
ン
タ
ー
２
階

窓
口

▼
日
程　

９
月
９
日
㈬
～
23
日
㈬

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
（
入

場
は
午
後
４
時
ま
で
） 

▼
場
所 

産
業
文
化
会
館
１
階
ア
ー
ト
ギ
ャ

オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

い
き
い
き
財
団
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

和
に
親
し
む
秋
の
集
い
２
０
０
９

第
15
回

行
田
市
美
術
家
協
会
展



古代蓮会館
アニメ上映会

▼
日
時　

10
月
２
日
㈮
午
後
１
時
～

４
時
30
分　

▼
場
所　

大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
４
階
市
民
ホ
ー
ル 

▼
対
象　

平
成
22
年
３
月
に
大
学
・

短
大
・
専
門
学
校
な
ど
を
卒
業
予
定

の
方
ま
た
は
１
～
３
年
以
内
の
既
卒

の
方　

▼
参
加
企
業　

50
社
を
予
定

▼
そ
の
他　

履
歴
書
持
参
、
入
退
場

自
由
、
参
加
企
業
の
求
人
な
ど
の
情

報
誌
を
来
場
者
全
員
に
配
布　

▼
問

い
合
わ
せ　

埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議

会
☎
０
４
８―

６
４
７―

４
１
８
５

▼
日
時　
【
Ａ
コ
ー
ス
】
９
月
13
日

㈰
【
Ｂ
コ
ー
ス
】
９
月
27
日
㈰ 

各

コ
ー
ス
と
も
正
午
～
午
後
３
時　

▼

場
所　

ベ
ル
ヴ
ィ
ア
イ
ト
ピ
ア　

▼

対
象　
【
Ａ
コ
ー
ス
】
25
歳
以
上
の

方
【
Ｂ
コ
ー
ス
】
41
歳
以
上
の
方 

▼
定
員　

各
コ
ー
ス
と
も
男
女
各
10

人　

▼
会
費　

２
千
５
０
０
円
（
会

員
２
千
円
）
※
食
事
・
飲
み
物
付
き

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

Ａ

コ
ー
ス
は
９
月
10
日
㈭
ま
で
に
、
Ｂ

コ
ー
ス
は
９
月
20
日
㈰
ま
で
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
行
田
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
代

表
理
事
荒
木
☎
５
５
４―

０
１
６
２

23

広告

求
人
企
業
合
同
面
接
会

婚
活
懇
親
会

固定資産税・都市計画税・・・３期　　介護保険料・・・・・・・・３期　　納期限　９月30日（水）
国民健康保険税・・・・・・・３期　　後期高齢者医療保険料・・・３期

今月の納税

古代蓮会館
アニメ上映会

受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
窓
口
ま
た

は
電
話
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
日
時　

毎
週
木
曜
日　

午
後
４

時
～
５
時　

▼
場
所　

市
民
プ
ー

ル　

▼
内
容　

ウ
ォ
ー
タ
ー
パ

ワ
ー
（
水
圧
・
浮
力
・
抵
抗
・
水

温
）
を
利
用
し
個
人
の
体
力
に

合
っ
た
効
果
的
な
運
動
を
楽
し
く

行
い
健
康
維
持
に
努
め
る
。 

▼

対
象　

成
人　

▼
月
会
費　

２
千

円　

▼
申
し
込
み　

市
民
プ
ー
ル

で
随
時
受
け
付
け
（
定
員
に
限
り

あ
り
）
※
電
話
予
約
可

▼
申
し
込
み　

９
月
12
日
㈯
午
後

２
時
～
18
日
㈮
に
同
館
窓
口

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
内
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
室
に
は
26
種
類
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
マ
シ
ン
が
あ
り
、
ト
レ
ー

ナ
ー
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。

▼
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

（
日
曜
日
、
祝
日
を
含
む
）
※
毎

月
第
２
・
４
月
曜
休
館
（
祝
日
の

場
合
は
翌
日
休
館
） 

▼
利
用
料
金 

１
回
２
時
間
４
０
０
円
（
障
害
者

手
帳
提
示
に
よ
る
減
免
制
度
あ

り
） 

▼
対
象　

高
校
生
以
上　

▼

利
用
方
法　

初
回
は
、
講
習
会
を

ラ
リ
ー　

▼
内
容　

絵
画
（
彫

刻
）、
工
芸
、
書
、
写
真
な
ど
同

協
会
会
員
の
作
品
展
示　

▼
入
場

無
料

▼
日
時　

10
月
３
日
㈯
午
後
１
時

～
４
時　

▼
場
所　

古
代
蓮
会
館

研
修
工
作
室　

▼
内
容　

色
彩
豊

か
な
葉
を
組
み
合
わ
せ
た
ト
ロ
ピ

カ
ル
風
な
観
葉
植
物
の
寄
せ
植
え

を
作
る
。 

▼
講
師　

テ
ク
ノ
・

ホ
ル
テ
ィ
園
芸
専
門
学
校
教
員 

▼
対
象　

成
人　

▼
定
員　

30
人

（
先
着
順
） 
▼
参
加
費　

３
千 

３
０
０
円
（
保
険
料
・
材
料
代
）

観
葉
植
物
の
寄
せ
植
え

ご
利
用
く
だ
さ
い

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

ア
ク
ア
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

会
員

上　映　日 作　　品　　名

9月19日(土) たからじま、ひつじかいの少年、ピノキオ

9月20日(日) かぐやひめ、かさじぞう、つるのおんがえし

9月21日(月) ガリバー旅行記、ゆきの女王、アリババのぼ
うけん

9月22日(火) もも太郎、そんごくう、青いとり

9月23日(水) おやゆびひめ、王さまの耳はロバの耳、北か
ぜとおひさま

9月26日(土) にんぎょひめ、木こりと金のおの、ゆきおん
な

9月27日(日) ねむりの森のひめ、ふしぎの国のアリス、ア
ラジンと魔法のランプ

10月 3 日(土) うらしま太郎、マッチうりの少女、ジャック
とまめの木

10月 4 日(日) ウサギとカメ、一休さん、はなさかじいさん

10月10日(土) ピーターパン、いなかのねずみと町のねずみ、
白鳥のみずうみ

10月11日(日) たからじま、ひつじかいの少年、ピノキオ

10月12日(月) かぐやひめ、かさじぞう、つるのおんがえし

▶上映時間　午前 11 時～、午後 2 時～（各回 30 分）
▶上映場所　古代蓮会館研修工作室
▶そ の 他　入館料（大人 400 円、小人 200 円）が必要です。
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行
田
1―
２
に
所
在
す
る
牧
野
本
店
は
、
住
居
を

取
り
囲
む
よ
う
に
店
舗
、
工
場
、
土
蔵
３
棟
が
配
置

さ
れ
た
大
正
末
期
の
典
型
的
な
行
田
の
中
規
模
足
袋

商
店
の
様
子
が
よ
く
わ
か
る
貴
重
な
建
物
群
で
す
。

牧
野
本
店
は
、
明
治
維
新
後
の
明
治
７
年

（
１
８
７
４
）
に
忍
藩
士
で
あ
っ
た
牧
野
鐵
弥
太
が

創
業
、
明
治
32
年
（
１
８
９
９
）
以
降
明
治
時
代
末

ま
で
に
３
棟
の
土
蔵
を
建
設
す
る
な
ど
、
順
調
に
商

売
を
拡
張
し
て
い
き
ま
し
た
。
大
正
時
代
中
ご
ろ
に

は
白
足
袋
の
製
造
を
始
め
、
大
正
11
年
（
１
９
２
２
）

５
月
23
日
に
４
棟
目
の
土
蔵
を
、
同
年
８
月
11
日
に

は
木
造
洋
風
建
築
の
工
場
を
そ
れ
ぞ
れ
棟
上
げ
、
電

動
ミ
シ
ン
を
導
入
し
て
生
産
の
近
代
化
を
図
り
ま
し

た
。
大
正
13
年
（
１
９
２
４
）
ご
ろ
に
は
店
蔵
を
建

設
、
昭
和
初
期
に
は
柱
を
継
ぎ
足
し
て
工
場
を
２
階

建
て
に
増
築
す
る
な
ど
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
て
建
物
施
設
の
整
備
が
矢
継
ぎ
早
に
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
建
物
群
の
中
で
特
に
貴
重
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
の
が
、『
近
代
埼
玉
の
建
築
探
訪
』（
朝
日
新

聞
さ
い
た
ま
総
局
編
）
で
“「
足
袋
で
栄
え
た
行
田
」

そ
れ
を
物
語
る
生
き
た
見
本
で
あ
る
”
と
紹
介
さ

れ
た
２
階
建
て
の
重
厚
な
店
蔵
で
す
。
土
蔵
造
り
の

店
舗
と
半
蔵
造
り
の
住
宅
が
Ｌ
字
形
に
つ
な
が
る
典

型
的
な
行
田
ス
タ
イ
ル
の
店
蔵
で
、
間
口
４
間
、
奥

行
３
間
の
総
ケ
ヤ
キ
造
り
の
帳
場
や
、
盗
難
よ
け
の

「
お
ろ
し
戸
」
な
ど
往
時
の
姿
を
良
く
と
ど
め
て
い

ま
す
。

牧
野
本
店
は
、「
力
弥
足
袋
」
の
商
標
で
八
戸
市

な
ど
を
中
心
に
青
森
県
、
岩
手
県
の
呉
服
店
を
相
手

に
手
広
く
商
売
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
17
年

（
２
０
０
５
）
４
月
に
３
代
続
い
た
そ
の
歴
史
に
終

止
符
を
打
ち
ま
し
た
。
そ
の
後
工
場
取
り
壊
し
の
話

が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぎ
ょ
う
だ

足
袋
蔵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
「
足
袋
と
く
ら
し
の
博
物

館
」
と
し
て
の
再
活
用
を
提
案
。
コ
ン
ペ
で
埼
玉
県

の
助
成
金
を
獲
得
し
、
工
場
を
借
り
受
け
て
平
成
17

年
10
月
８
日
に
博
物
館
を
開
館
し
て
い
ま
す
。

土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
み
の
開
館
で
す
が
、
足
袋

の
製
造
実
演
販
売
、
自
分
だ
け
の
足
袋
を
作
る
「
Ｍ

ｙ
足
袋
づ
く
り
体
験
会
」
な
ど
が
行
わ
れ
、
東
京
、

横
浜
な
ど
遠
方
か
ら
も
多
く
の
方
が
訪
れ
、
新
た
な

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

（
文
化
財
保
護
課　

中
島
洋
一
）

材料（２人分）
冬瓜…200g　ツナ油漬缶…40g　だし汁…50ml　ごま油…大さじ１
しょうゆ…大さじ１　みりん…大さじ１　酒…大さじ１　いんげん…２本

作り方
①冬瓜は種とわたを取り、皮を厚めにむき3cm幅に切り、薄くスライスす
る。いんげんをゆで、斜めに切る。
②鍋にごま油を入れ、冬瓜をしんなりするまで炒める。だし汁、油を切っ
たツナを入れる。
③調味料を加え、軟らかくなるまで煮て、最後に味を調える。
④冬瓜を器に盛り、いんげんを飾る。

… 低エネルギーでダイエット食に …

冬
とう

 瓜
がん

 と ツ ナ の 炒
いた

 め 煮

栄養成分（１人分）
エネルギー134kcal　たんぱく質4.9g　脂質7.4g
炭水化物9.2g　食塩相当量1.5g　ビタミンＣ39mg
カリウム306g　食物繊維1.4g

（社）埼玉県栄養士会　行田・羽生の会

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線 318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。 
■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報
　広聴担当（内線 318）までご連絡
　ください。

牧
野
本
店
（
足
袋
と
く
ら
し
の
博
物
館
）

186

行
田
の
近
代
化
遺
産

行
田
の
近
代
化
遺
産

19

環境にやさしい大豆油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

No.78
冬瓜は「冬」の字がついても夏の野菜です。95％が水分で、ビタミンＣ、カ
リウム、食物繊維も多く含みます。暑さで失われがちな水分とカリウムの補給
に適し、夏バテ防止、疲労回復に効果があります。利尿作用や体を冷やす作用
により、体の火照り、のぼせの解消にもなります。
冬瓜自体は低エネルギーで淡白なので、どんな味付けにも合います。加熱す
るととろけるほど軟らかくなるので、煮物、汁物、あんかけなどに適しています。
切り口が傷みやすいので早めに使い切りましょう。

　行田の夏の風物詩、第16回市民祭・行田浮き城まつりが開催されまし
た。埼玉りそな銀行行田支店前の交差点に並んだ４台の山車は、他の山
車に負けまいと、太鼓や鉦

かね

などを躍動感たっぷりに激しく打ち鳴らしま
した。（関連記事16ページ）

牧野本店
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